
２つの祖国を結ぶピアニスト、
心に響く革命のピアニズム。

チケット好評発売中 !!
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北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

バナナのたたき売り 5㈰ 13:00 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151
15:00

世界の人形とひなまつり
世界各国から集った人形たちが門司港に大集合します。飯塚市瀬下麻美子コレクション所蔵 2/4㈯～3/5㈰ 無　料

レ
ト
ロ
通
り
多
目
的

ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 4㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

梶川歌謡祭 5㈰ 9:30 無　料 梶川雪子
093（341）3133

門司市民会館まつり「2017コンサート」コーロ・モン・プレズィール第15回演奏会
常任指揮 中山敦　オルガン 稲穂美奈子　ピアノ 大森道子 26㈰ 14:00

￥1000
（前売・当日共） 門司市民会館

093（321）2907※障がい者・高校生以下無料

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

松永文庫企画展「高倉健主演映画資料展」
好評につき、4/6㈭まで延長して開催いたします。 11/1㈫～4/6㈭ 無　料 松永文庫

093（331）8013
マンスリージャズ
出演：Yesterday trace 12㈰ 14:00～

16:00 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151マンスリーシアター
上映作品：「初姿丑松格子」　1954年日活　監督：滝沢英輔 26㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階

松
永
文
庫

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

石川九楊講演会「カタカナと文化とその心」
書家　石川九楊による全4回講演の最終回。会場：プレミアホテル門司港 19㈰ 15:00 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235※要事前申込、電話にて受付

※当日￥200増　※全席自由

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市中学生合唱フェスティバル 4㈯ 14:00 無　料 北九州市教育委員会
093（582）2368

新春 第24回 北九州選抜歌謡祭 5㈰ 10:30 無　料 北九州選抜歌謡祭実行委員会
093（671）7636

第42回九州アンサンブルコンテスト 11㈯㈷
～12㈰ 10:00 一般 ￥1300　小学生 ￥800 九州吹奏楽連盟

092（481）8251

クリス・ハート 第2回 47都道府県ツアー ～my hometown～ 16㈭ 18:30 全席指定 ￥6800 キョードー西日本
092（714）0519

第42回 九州公演 日本フィル in kyusyu 2017 18㈯ 14:00
RS席 ￥7000　SS席 ￥6000

S席 ￥5500　 A席 ￥4500
学生席 ￥3500

日本フィル北九州公演事務局
090（4997）5500

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

とりてん
2017年の干支「トリ」の企画展。パネル解説、ハンズオン、学習コーナーを設置する。 開催中～2/27㈪ 無　料

入園料が必要
到津の森公園

093（651）1895

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第27回北九州YMCA日本語弁論大会
日本語学校の留学生による弁論大会 26㈰ 14:00～

16:30 無　料 北九州YMCA学院
093（531）1587

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

やきもの東西交流
シルクロードや海上の道を行き交うやきものを通じて、東西交流による美の出会いを展観します。 2/3㈮～3/26㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500 出光美術館 門司

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

門司港美術工芸研究所 □休
□所　門司区東港町6-72　港ハウス2F　　093（322）1235　　10:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始

□℡ □時門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

到津の森公園 □所　小倉北区上到津4-1-8　　093（651）1895　　9:00～17:00
　「到津の森公園前」徒歩1分　　火曜日

□℡ □時小倉
北 □休

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

北九州国際会議場 　小倉北区浅野3-9-30　　093(541)5931　　9:00～22:00（変動あり）
　「小倉駅」徒歩10分　　年末年始

小倉
北 □休

□所 □℡ □時

障

障

月

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

KOBUDO　－古武道－　10th Anniversary Concert 3㈮ 19:00
Ｓ席 ￥5800
Ａ席 ￥4800
Ｂ席 ￥3800

北九州労音
093（571）0227

※対象：小学生以上　

北九州子ども劇場2月小学生以上例会
子どものための創作歌舞伎「牛若丸」（前進座）

9㈭ 18:30 会　費 北九州子ども劇場
093（884）383410㈮ 19:00 ※対象：小学生以上

※子ども劇場会員でない方はお問い合わせください

建国記念の日奉祝北九州市民大会 11㈯㈷ 12:30 無　料 建国記念の日北九州市民大会
実行委員会 宮原健生
090（2082）3067※要整理券

前進座公演　「怒る富士」 25㈯ 14:00 大人 ￥5500
小中学生・障がい者 ￥3000

前進座 怒る富士
北九州実行委員会
093（921）0747

中村太地ヴァイオリン･リサイタル 2㈭ 19:00
一般 ￥2500

学生（小学生～高校生） ￥1500 090（8401）0220【蒲ヶ原】
※対象：小学生以上　※当日￥500増

クィーンズティアーズ　アカペラ
（アカペラコンサート） 5㈰ 13:00 大人 ￥3000 小田正勝

090（3173）7537

ミュージカル　クリエーション　vol.14 11㈯㈷ 18:00 無　料
※対象：小学生以上

ミュージカル　クリエーション
090（7986）5980【野口】

第114回音楽の広場PAMコンサート 12㈰ 14:00 一般 ￥1000
会員 ￥ 500

音楽の広場PAM事務局
090（9605）3881【岩崎】

※前売予約のみ、高校生以下の入場はできません

北九州芸術劇場プロデュース「しなやか見渡す穴は森は雨」
第一線の演出家が北九州に1カ月滞在し作品創作。今回はノゾエ征爾が登場。

2/26㈰ 14:00
一般 ￥3000

学生（小～大学生） ￥2500
高校生[的]チケット ￥1000

北九州芸術劇場
093（562）2655

2/27㈪ 19:003/1㈬
3/2㈭ 14:00/19:00
3/3㈮ 19:00
3/4㈯ 14:00
3/5㈰ 13:00

※対象：小学生以上　※当日￥500増
※学生は要学生証提示

大
ホ
ー
ル

小
劇
場

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

平成28年度周望学舎修了記念作品展　書道・陶芸作品・写真 1㈬～7㈫
10：00～18：00 無　料 周望学舎

093（591）2626

北九州フォト部 第4回写真展「GIFT」　写真 8㈬～14㈫ 無　料 北九州フォト部
090（7291）9285

小倉北書道部会 会員・会友展　書道 15㈬～21㈫
10：00～18：00 無　料 小倉北書道部会

093（522）6879

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2016響シリーズ第6弾 金子三勇士ピアノ・リサイタル
リスト:ピアノ・ソナタ　ロ短調　S.178　ほか 5㈰ 15:00

一般 ￥2000
U-25 ￥1000

（25歳以下、要証明）

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上　※全席指定

ヤマハPTC小倉 小さな発表会 12㈰
10:00

無　料 ヤマハミュージックリテイリング小倉店
PTC小倉事務局

093（531）4331【清藤】
北九州市民吹奏楽団　第36回定期演奏会
真島俊夫：五月の風　ほか

13:50
17:20 ※全席自由

19㈰ 14:30 一般 ￥500
※全席自由　※小学生以下無料

北九州市民吹奏楽団
080（1710）2407【池田】

ギュルシン・オナイ ピアノリサイタル
L.v.ベートーヴェン:32の変奏曲　ハ短調　ほか 21㈫ 19:00

一般 ￥2500 坂本眞理後援会
080（3955）5971【坂本】

響ホール室内合奏団
093（647）0565

※対象：小学生以上　※全席自由
※障害者、学生無料

ワンコインコンサートシリーズvol.10
新倉 瞳【チェロ】 ～深くあたたかいチェロの音色～
ブラームス:チェロ・ソナタ 第1番　ホ短調 op.38より 第1楽章　ほか

24㈮ 11:45 一般 ￥500 （公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上　※全席指定

響ホール室内合奏団 第29回定期演奏会
A.ヴィヴァルディ:4つのヴァイオリンの為の協奏曲　ロ短調RV580　ほか 26㈰ 15:00

指定席 ￥3000
自由席 ￥2500

学生 ￥1000
ペア（前売りのみ） ￥4000
※対象：小学生以上　※一部指定
※当日￥500増

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2017.February

小倉
北

□所 □℡
□休

□時北九州芸術劇場

小倉
北

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡北九州芸術劇場

市民ギャラリー

■北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成28年度中に中劇場修繕工事を計画しております。 （予定工事期間：平成29年2月1日から平成29年3月12日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉 

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

障

月



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

バナナのたたき売り 5㈰ 13:00 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151
15:00

世界の人形とひなまつり
世界各国から集った人形たちが門司港に大集合します。飯塚市瀬下麻美子コレクション所蔵 2/4㈯～3/5㈰ 無　料

レ
ト
ロ
通
り
多
目
的

ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 4㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

梶川歌謡祭 5㈰ 9:30 無　料 梶川雪子
093（341）3133

門司市民会館まつり「2017コンサート」コーロ・モン・プレズィール第15回演奏会
常任指揮 中山敦　オルガン 稲穂美奈子　ピアノ 大森道子 26㈰ 14:00

￥1000
（前売・当日共） 門司市民会館

093（321）2907※障がい者・高校生以下無料

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

松永文庫企画展「高倉健主演映画資料展」
好評につき、4/6㈭まで延長して開催いたします。 11/1㈫～4/6㈭ 無　料 松永文庫

093（331）8013
マンスリージャズ
出演：Yesterday trace 12㈰ 14:00～

16:00 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151マンスリーシアター
上映作品：「初姿丑松格子」　1954年日活　監督：滝沢英輔 26㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階

松
永
文
庫

２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

石川九楊講演会「カタカナと文化とその心」
書家　石川九楊による全4回講演の最終回。会場：プレミアホテル門司港 19㈰ 15:00 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235※要事前申込、電話にて受付

※当日￥200増　※全席自由

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市中学生合唱フェスティバル 4㈯ 14:00 無　料 北九州市教育委員会
093（582）2368

新春 第24回 北九州選抜歌謡祭 5㈰ 10:30 無　料 北九州選抜歌謡祭実行委員会
093（671）7636

第42回九州アンサンブルコンテスト 11㈯㈷
～12㈰ 10:00 一般 ￥1300　小学生 ￥800 九州吹奏楽連盟

092（481）8251

クリス・ハート 第2回 47都道府県ツアー ～my hometown～ 16㈭ 18:30 全席指定 ￥6800 キョードー西日本
092（714）0519

第42回 九州公演 日本フィル in kyusyu 2017 18㈯ 14:00
RS席 ￥7000　SS席 ￥6000

S席 ￥5500　 A席 ￥4500
学生席 ￥3500

日本フィル北九州公演事務局
090（4997）5500

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

とりてん
2017年の干支「トリ」の企画展。パネル解説、ハンズオン、学習コーナーを設置する。 開催中～2/27㈪ 無　料

入園料が必要
到津の森公園

093（651）1895

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第27回北九州YMCA日本語弁論大会
日本語学校の留学生による弁論大会 26㈰ 14:00～

16:30 無　料 北九州YMCA学院
093（531）1587

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

やきもの東西交流
シルクロードや海上の道を行き交うやきものを通じて、東西交流による美の出会いを展観します。 2/3㈮～3/26㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500 出光美術館 門司

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

門司港美術工芸研究所 □休
□所　門司区東港町6-72　港ハウス2F　　093（322）1235　　10:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始

□℡ □時門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

到津の森公園 □所　小倉北区上到津4-1-8　　093（651）1895　　9:00～17:00
　「到津の森公園前」徒歩1分　　火曜日

□℡ □時小倉
北 □休

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

北九州国際会議場 　小倉北区浅野3-9-30　　093(541)5931　　9:00～22:00（変動あり）
　「小倉駅」徒歩10分　　年末年始

小倉
北 □休

□所 □℡ □時

障

障

月

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

障



会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展　「清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群」1/21㈯～3/31㈮
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小倉遊亀版画特集　併催：特選版画展 1㈬～14㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521ー磁器の世界ー　鹿谷敏文　作陶展 15㈬～21㈫ 無　料

茶道具逸品展 22㈬～28㈫ 無　料

萩焼　守繁栄徹・徹　「陶道展」 8㈬～14㈫ 無　料 小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521伊賀焼の原点を見つめて　瀧本湖久　作陶展 15㈬～21㈫ 無　料

新
館
７
階 

大
画
廊
新
館
７
階 

小
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小倉城所蔵品展
小倉城所蔵品（書・絵・甲冑他）の中から約30点を展示。 開催中～3/31㈮

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100 小倉城

093（561）1210北九州技の達人　まごじ凧作品展
特産工芸品として引き継がれるまごじ凧、伝統職人の技の数々をご覧ください。 2/1㈬～3/1㈬

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

天
守
閣
１
階

歴
史
ゾ
ー
ン
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 1㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 15㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

吉村流 雄輝彌会　新春日舞の会 5㈰ 13:00 無　料 吉村流 雄輝彌会
090（6899）7075【吉村】

卒園記念制作　紙版画展 8㈬～
12㈰

9:00～
17:00

無　料 志井幼稚園
093（963）1007【田下】※12㈰は16:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示

コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

作曲家　信長貴富の世界
合唱演奏・吹奏楽演奏・器楽演奏 19㈰ 14:00 ￥500 信長作品を歌う会実行委員会

090（7475）7779【清水】
大
ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

STUDY「庭園講座」作庭家　重森三玲のこと①
作庭家 重森千靑氏　詳細はお問い合わせください 17㈮ 19:30

￥1500
（ワンドリンク付き）

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

※要事前申込
※会場：café causa （小倉北区浅野2-12-14）

STUDY「庭園講座」作庭家　重森三玲のこと②
作庭家 重森千靑氏　詳細はお問い合わせください 18㈯ 14:00

￥500
※要事前申込
※会場：CCA北九州2Fスクリーニングルーム

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

冬企画展　「～磨き抜かれた職人の技～北九州技の達人」展
郷土の宝である匠の逸品を120点以上展示 1/21㈯～4/2㈰ 無　料 北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411※対象：小学生以上

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

現代美術センター CCA北九州 □所　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始□休

□℡ □時若松

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　110台（共用）　

□℡ □時若松

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

障

障

障

月

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
専門学校　卒業・進級制作展
①麻生情報ビジネス専門学校　北九州校　ゲームクリエータ科
②麻生情報ビジネス専門学校　北九州校　CGクリエータ科・CGデザイン科
③総合学園ヒューマンアカデミー　北九州校　マンガカレッジ

①4㈯～5㈰
無　料

※5㈰、12㈰、26㈰は16：00まで

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

②10㈮～12㈰ 10:00～
17:00

③24㈮～26㈰
「九州コミティア」プレ開催
創作同人誌展示即売会「コミティア」九州版のプレ開催イベント。 18㈯ 12:00～

16:00 無　料

あしたのギャラリーvol.24「アズ展～夢（ユメ）編」
地元のマンガ同人グループ「アズ漫画研究会」による競作テーマ展。 12/10㈯～2/11㈯㈷ 無　料

常設展入場料が必要

海峡マンガ合戦～中国支部　関よしみ～
日本漫画家協会九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。 12/23㈮㈷～2/24㈮ 無　料

常設展入場料が必要

北九州漫画家列伝　外伝①「大牟田市編」
本市近郊出身の漫画家について出版資料等で紹介。 1/28㈯～4/7㈮ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリーvol.25「北九州国際漫画大賞」優秀作品展
4コマ漫画のコンテスト「北九州国際漫画大賞」の優秀作品を展示・紹介。 2/12㈰～4/14㈮ 無　料

常設展入場料が必要

海峡マンガ合戦～九州支部　ヴァンサン・ルフランソワ～
日本漫画家協会九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。 2/25㈯～4/28㈮ 無　料

常設展入場料が必要

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

11㈯㈷
25㈯

13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日先着20名、途中からの参加も可能

漫画スクール
テーマ　キャラクターの描き分け（主人公とライバル） 12㈰ 13:00～

16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上
※要事前申込（定員先着20名）

大人の漫画スクール
テーマ　ヒットマンガの秘密を探りながら、ストーリー制作を学ぼう！ 19㈰ 13:00～

16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：高校生以上
※要事前申込（定員先着20名）

企
画
展
示
室

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城庭園所蔵品展
当館所蔵の茶道具や掛軸などを中心に展示します。 2/8㈬～4/9㈰

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747小笠原流　加冠の儀

一般公募で選ばれた新成人女性が、古式ゆかしい成人式を体験します。 26㈰ 12:00
一般 ￥300

中高生 ￥150
小学生 ￥100

三々九手挟式
「加冠の儀」を祝って、小笠原流弓の儀式を行います。 26㈰ 13:00 無　料

企
画
展
示
室

書
院
棟
小
倉
城

庭
園
前

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

節分イベント　かばおじさんの腹話術公演
腹話術公演 5㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映　「鬼がら」「くもの糸」「あさりちゃんの火の用心」 12㈰ 14:00 無　料

児
童
劇
場
図
書
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
「ねずみくんのきもち」「おれたち、ともだち」 12㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　洋画　「汚名」（1946年　アメリカ）

出演:イングリッド・バーグマン　ケーリー・グラント 25㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

追悼特別展　高倉健
三回忌を迎えるのを機に、映画俳優・高倉健の業績を顕彰する展覧会。 1/23㈪～2/26㈰

一般 ￥1200
高大生 ￥ 800
小中生 ￥ 500

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥1000　高大生￥600　小中生￥300

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第3回林芙美子文学賞表彰式・記念講演
林芙美子文学賞受賞の表彰式と、選考委員である直木賞作家・井上荒野さんの講演会 26㈰ 13:30 無　料 北九州市立文学館

093（571）1505※会場：リーガロイヤルホテル小倉

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2017.February

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　　093（512）5077　　11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　093(592)4152　　9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　10台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　093(571)1505　　9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

障

障

障

障

障

障

障

月



会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展　「清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群」1/21㈯～3/31㈮
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小倉遊亀版画特集　併催：特選版画展 1㈬～14㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521ー磁器の世界ー　鹿谷敏文　作陶展 15㈬～21㈫ 無　料

茶道具逸品展 22㈬～28㈫ 無　料

萩焼　守繁栄徹・徹　「陶道展」 8㈬～14㈫ 無　料 小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521伊賀焼の原点を見つめて　瀧本湖久　作陶展 15㈬～21㈫ 無　料

新
館
７
階 

大
画
廊
新
館
７
階 

小
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小倉城所蔵品展
小倉城所蔵品（書・絵・甲冑他）の中から約30点を展示。 開催中～3/31㈮

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100 小倉城

093（561）1210北九州技の達人　まごじ凧作品展
特産工芸品として引き継がれるまごじ凧、伝統職人の技の数々をご覧ください。 2/1㈬～3/1㈬

一般 ￥350
中高生 ￥200
小学生 ￥100

天
守
閣
１
階

歴
史
ゾ
ー
ン
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 1㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 15㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

吉村流 雄輝彌会　新春日舞の会 5㈰ 13:00 無　料 吉村流 雄輝彌会
090（6899）7075【吉村】

卒園記念制作　紙版画展 8㈬～
12㈰

9:00～
17:00

無　料 志井幼稚園
093（963）1007【田下】※12㈰は16:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示

コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

作曲家　信長貴富の世界
合唱演奏・吹奏楽演奏・器楽演奏 19㈰ 14:00 ￥500 信長作品を歌う会実行委員会

090（7475）7779【清水】
大
ホ
ー
ル

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

STUDY「庭園講座」作庭家　重森三玲のこと①
作庭家 重森千靑氏　詳細はお問い合わせください 17㈮ 19:30

￥1500
（ワンドリンク付き）

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

※要事前申込
※会場：café causa （小倉北区浅野2-12-14）

STUDY「庭園講座」作庭家　重森三玲のこと②
作庭家 重森千靑氏　詳細はお問い合わせください 18㈯ 14:00

￥500
※要事前申込
※会場：CCA北九州2Fスクリーニングルーム

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

冬企画展　「～磨き抜かれた職人の技～北九州技の達人」展
郷土の宝である匠の逸品を120点以上展示 1/21㈯～4/2㈰ 無　料 北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411※対象：小学生以上

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

現代美術センター CCA北九州 □所　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始□休

□℡ □時若松

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　110台（共用）　

□℡ □時若松

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

障

障

障

月



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第36回八幡西幼児音楽祭 5㈰ 10:00 無　料 北九州市保育所連盟　八幡支部
093（602）7537

北九州マリンバオーケストラRIM　Concert vol.3 12㈰ 14:00

一般 ￥2500
高校生以下 ￥1500

友の会 ￥2000
黒崎ひびしんホール

093（621）4566
※当日￥500増 
※未就学児膝上1名まで無料

第5回パレードピース 19㈰ 13:30 無　料 パレードピース
080（3186）5662【濱】

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～

組曲「惑星」より

15㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

専心池坊いけばな展　花を楽しむ会 17㈮～ 10:00 無　料 花を楽しむ会
093（617）2733【西本】18㈯

2016年度ピティナピアノステップ　ハピネスKitaQステーション　黒崎2月 19㈰ 10:10 無　料 ピティナハピネスKitaQステーション
093（981）8520【熊本】

第21回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
歌曲・オペラを愉しむ～オペラ「フィガロの結婚」抜粋他～
室北昌子（ソプラノ）・古野康子（ソプラノ）・広瀬美香（ピアノ）

20㈪ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

北九州市立大学混声合唱団　コール・ユーフォニー　定期演奏会 24㈮ 18:00 無　料
北九州市立大学混声合唱団

コール・ユーフォニー
080（4275）8033

チヤマスタジアム発表会2017 25㈯ 13:30 無　料 ㈱チヤマグローバル　チヤマスタジアム
093（651）5985

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

これまで・そして・これから　書 1㈬～
5㈰

10:00～
18:00

無　料 以呂波会
090（1875）9138【小川】※5㈰は16:00まで

北九州市立年長者研修大学校穴生学舎修了記念作品展
洋画・書・写真

6㈪～
12㈰

10:00～
17:30

無　料 北九州市立年長者研修大学校
穴生学舎

093（645）6688【柳】※6㈪は12:30から、11㈯㈷・12㈰は15:00まで

第36回北九州市立小中学校合同美術展
絵画・立体・工作　児童・生徒作品

21㈫～
26㈰

9:30～
17:00 無　料

北九州市小学校
図画工作科教育研究会
093（603）0362【上坂】

第49回九州女子大学卒業書作展　書 2/28㈫
～3/5㈰

10:00～
18:00

無　料 九州女子大学
人間基礎学事務室

093（693）3361【古木】※3/5㈰は15:00まで

穴生学舎絵画研究クラブ「一五一絵」平成28年度修業作品展示会
洋画

13㈪～
19㈰

10:00～
17:00

無　料 北九州市立年長者研修大学校
穴生学舎絵画研究クラブ「一五一絵」

090（2855）7090【水田】※13㈪は12:00から

フォトクラブ“しじゅうから”第6回写真展　写真 14㈫～
19㈰

9:00～
18:00

無　料 フォトクラブ“しじゅうから”
090（2582）5916【南】※19㈰は17:00まで

全
展
示
室

展
示
室
１
展
示
室
２

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

福岡県立小倉工業高等学校吹奏楽部　第11回定期演奏会
東京オリンピックマーチ、前前前世、ノアの方舟などを演奏します。 4㈯ 13:30 無　料 福岡県立小倉工業高等学校吹奏楽部

093（571）1738【橋本】

ニューイヤーコンサート 5㈰ 11:00 無　料
※親子室あり

九州・山口音楽協会

Sound Fantasy
音楽教室生によるエレクトーンアンサンブルコンサートです。 19㈰ 11:00 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店

093（962）3734【脇田】14:30
第52回　創作ダンス研究発表会
いつまでも元気で美しく動ける体づくりを目指して幼児から年長者まで出演します。 25㈯ 13:30 無　料 福岡県女子体育連盟北部支部

093（881）1147【酒井】

人形浄瑠璃「文楽」
昼の部：「妹背山婦女庭訓」／夜の部：「近頃河原の達引」 26㈰

[昼の部]
13:30

一般 ￥3000
学生（小～大学生） ￥1500 北九州芸術劇場

093（562）2655[夜の部]
18:00

※対象：小学生以上　※当日各￥500増 
※学生は要学生証提示

ウェルとばた映画上映会　『Given（ギブン）～いま、ここ、にあるしあわせ～』 5㈰ 10:00
13:00

￥700
※中学生以下無料

ウェルとばた総合案内
093（871）7200

福岡教育大学音楽科（平成二十五年度入学）　卒業演奏会 12㈰ 12:30 無　料
福岡教育大学音楽科

（平成二十五年度入学）
090（6779）4784【吉田】

ピアノ発表会 26㈰ 13:00 無　料 大平ピアノ教室
093（473）6965【大平】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

■北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ
　北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。 （次回企画展は平成29年11月を予定しています）

□Ｐ□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　「美術館口」徒歩10分　　180台□℡北九州市立美術館本館戸畑

月

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411

市民セミナー　「幕末のトップを走った科学・技術」
蘭癖大名と呼ばれた佐賀と鹿児島の名君～鍋島直正と島津斉彬
講師：佐賀県立佐賀城本丸歴史館　南里昌芳学芸員

11㈯㈷ 13:00～
14:30

無　料
※対象：小学生以上

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
ジ
オ

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

音つむぎコンサート　（クラシックからポピュラーまで）
主催　響ホール室内合奏団　大人の時間「小倉会」 11㈯㈷ 14:00 無　料 090（3010）5919【下迫】

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

冬の特別展「発掘された日本列島2016」
最新の発掘成果から国指定文化財に最も近い考古資料約800点が勢揃い。 開催中～2/19㈰

大人 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

ユネスコ無形文化遺産登録記念・企画展「戸畑祇園大山笠」
古い幕類を中心に展示し、祭りの魅力と受け継いできた人びとの思いを紹介。 開催中～2/20㈪

展示担当学芸員による列島展ギャラリートーク
展示の見どころを学芸員がわかりやすく解説します。

4㈯ 13:00 要特別展観覧料
18㈯ ※小学生以下は保護者の参加が必要

火おこし体験
火おこし道具で古代の火おこしを体験しよう。

4㈯ ①11:00
②14:00

要特別展観覧料
18㈯ ※小学生以下は保護者の参加が必要

室内講座「小さな化石にふれてみよう！」
顕微鏡でしか見ることのできない小さな化石を観察します。 11㈯㈷ 13:30

無　料
※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者同伴）

たいけん講座「いろいろなかたちのアンモナイトにさわってみよう！」
さまざまな形のアンモナイト化石に触れながら観察し、多様性や不思議を体感します。 12㈰ 13:30

無　料
※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者同伴）

野外観察会「ズグロカモメを見る！」
ズグロカモメなど干潟の冬鳥を観察します。 26㈰ 9:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と惑星と冬の星空を望遠鏡で観察します。 4㈯ 18:30～

20:00

大人 ￥100
中高生 ￥ 70
小学生 ￥ 50 児童文化科学館

093（671）4566※中学生以下は保護者同伴
※先着100名、1/21㈯から電話受付開始

サイエンスショー
おもしろい力学 5㈰ 14:30～

15:20 無　料

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

会
議
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第65回企画展「長崎街道ひなまつり　木屋瀬宿～立場茶屋銀杏屋」展 2/16㈭～3/20㈪㈷
大人 ￥200

高校生 ￥100
小中生 ￥ 50

長崎街道木屋瀬宿記念館
093（619）1149

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

花田和彦　作陶展 1/31㈫～2/5㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268草木染め手織絨毯＆キリムコレクション展 14㈫～19㈰ 無　料

佐藤勝彦の世界展 21㈫～26㈰ 無　料

６
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

歴史ぽけっと企画展「変わるわたしたちのくらし」
資料や写真を通して人々のくらしや道具の変遷などを紹介します。 開催中～3/26㈰

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2017.February

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター ) □休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

障

障

障

月



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第36回八幡西幼児音楽祭 5㈰ 10:00 無　料 北九州市保育所連盟　八幡支部
093（602）7537

北九州マリンバオーケストラRIM　Concert vol.3 12㈰ 14:00

一般 ￥2500
高校生以下 ￥1500

友の会 ￥2000
黒崎ひびしんホール

093（621）4566
※当日￥500増 
※未就学児膝上1名まで無料

第5回パレードピース 19㈰ 13:30 無　料 パレードピース
080（3186）5662【濱】

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～

組曲「惑星」より

15㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

専心池坊いけばな展　花を楽しむ会 17㈮～ 10:00 無　料 花を楽しむ会
093（617）2733【西本】18㈯

2016年度ピティナピアノステップ　ハピネスKitaQステーション　黒崎2月 19㈰ 10:10 無　料 ピティナハピネスKitaQステーション
093（981）8520【熊本】

第21回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
歌曲・オペラを愉しむ～オペラ「フィガロの結婚」抜粋他～
室北昌子（ソプラノ）・古野康子（ソプラノ）・広瀬美香（ピアノ）

20㈪ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

北九州市立大学混声合唱団　コール・ユーフォニー　定期演奏会 24㈮ 18:00 無　料
北九州市立大学混声合唱団

コール・ユーフォニー
080（4275）8033

チヤマスタジアム発表会2017 25㈯ 13:30 無　料 ㈱チヤマグローバル　チヤマスタジアム
093（651）5985

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

これまで・そして・これから　書 1㈬～
5㈰

10:00～
18:00

無　料 以呂波会
090（1875）9138【小川】※5㈰は16:00まで

北九州市立年長者研修大学校穴生学舎修了記念作品展
洋画・書・写真

6㈪～
12㈰

10:00～
17:30

無　料 北九州市立年長者研修大学校
穴生学舎

093（645）6688【柳】※6㈪は12:30から、11㈯㈷・12㈰は15:00まで

第36回北九州市立小中学校合同美術展
絵画・立体・工作　児童・生徒作品

21㈫～
26㈰

9:30～
17:00 無　料

北九州市小学校
図画工作科教育研究会
093（603）0362【上坂】

第49回九州女子大学卒業書作展　書 2/28㈫
～3/5㈰

10:00～
18:00

無　料 九州女子大学
人間基礎学事務室

093（693）3361【古木】※3/5㈰は15:00まで

穴生学舎絵画研究クラブ「一五一絵」平成28年度修業作品展示会
洋画

13㈪～
19㈰

10:00～
17:00

無　料 北九州市立年長者研修大学校
穴生学舎絵画研究クラブ「一五一絵」

090（2855）7090【水田】※13㈪は12:00から

フォトクラブ“しじゅうから”第6回写真展　写真 14㈫～
19㈰

9:00～
18:00

無　料 フォトクラブ“しじゅうから”
090（2582）5916【南】※19㈰は17:00まで

全
展
示
室

展
示
室
１
展
示
室
２

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

福岡県立小倉工業高等学校吹奏楽部　第11回定期演奏会
東京オリンピックマーチ、前前前世、ノアの方舟などを演奏します。 4㈯ 13:30 無　料 福岡県立小倉工業高等学校吹奏楽部

093（571）1738【橋本】

ニューイヤーコンサート 5㈰ 11:00 無　料
※親子室あり

九州・山口音楽協会

Sound Fantasy
音楽教室生によるエレクトーンアンサンブルコンサートです。 19㈰ 11:00 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店

093（962）3734【脇田】14:30
第52回　創作ダンス研究発表会
いつまでも元気で美しく動ける体づくりを目指して幼児から年長者まで出演します。 25㈯ 13:30 無　料 福岡県女子体育連盟北部支部

093（881）1147【酒井】

人形浄瑠璃「文楽」
昼の部：「妹背山婦女庭訓」／夜の部：「近頃河原の達引」 26㈰

[昼の部]
13:30

一般 ￥3000
学生（小～大学生） ￥1500 北九州芸術劇場

093（562）2655[夜の部]
18:00

※対象：小学生以上　※当日各￥500増 
※学生は要学生証提示

ウェルとばた映画上映会　『Given（ギブン）～いま、ここ、にあるしあわせ～』 5㈰ 10:00
13:00

￥700
※中学生以下無料

ウェルとばた総合案内
093（871）7200

福岡教育大学音楽科（平成二十五年度入学）　卒業演奏会 12㈰ 12:30 無　料
福岡教育大学音楽科

（平成二十五年度入学）
090（6779）4784【吉田】

ピアノ発表会 26㈰ 13:00 無　料 大平ピアノ教室
093（473）6965【大平】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

■北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ
　北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。 （次回企画展は平成29年11月を予定しています）

□Ｐ□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　「美術館口」徒歩10分　　180台□℡北九州市立美術館本館戸畑

月



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

　
２
０
１
６
年
11
月
、
本
市
の
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
戸
畑
祇

園
大
山
笠
行
事
」
を
含
む
、
全
国
18

府
県
33
件
の
祭
で
構
成
す
る
「
山
・

鉾
・
屋
台
行
事
」
が
、
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
州
で
は
他
に
「
博
多
祇
園
山
笠

行
事
（
福
岡
市
）
」
「
唐
津
く
ん
ち

の
曳
山
行
事
（
佐
賀
県
唐
津
市
）
」

「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
（
熊
本

県
八
代
市
）
」
「
日
田
祇
園
の
曳
山

行
事
（
大
分
県
日
田
市
）
」
が
同
時

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
は
、
芸

能
、
社
会
的
慣
習
、
祭
礼
行
事
、
伝

統
工
芸
技
術
な
ど
の
保
護
や
重
要
性

に
関
す
る
意
識
の
向
上
等
の
た
め
に

登
録
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
全

国
で
歌
舞
伎
、
雅
楽
、
和
紙
な
ど
22

件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事
は
１
８
０

３
年
に
、
地
域
で
流
行
し
た
疫
病
の

終
息
を
祝
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
２
１
０
年
を
越
え
る

歴
史
を
持
つ
郷
土
を
代
表
す
る
伝
統

文
化
で
す
。
昼
の
幟
山
笠
が
、
夜
に

な
る
と
提
灯
山
笠
に
姿
を
変
え
る
の

が
特
徴
的
で
、
福
岡
県
夏
の
三
大
祭

り
の
一
つ
と
し
て
「
提
灯
山
」
の
愛

称
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
７
月
の
第
４
土
曜
日
を
は
さ
む
前

後
３
日
間
で
開
催
さ
れ
、
中
日
の
夕

方
か
ら
戸
畑
区
役
所
前
で
大
山
笠
競

演
会
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
既
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
「
官
営
八
幡
製
鐵
所
関
連
施

設
」
と
併
せ
て
「
有
形
と
無
形
、
二

つ
の
世
界
的
遺
産
の
あ
る
ま
ち
」
と

し
て
、
本
市
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戸畑祇園大山笠行事
保存団体：戸畑祇園大山笠振興会
実施期間：毎年7月第4土曜日前後3日間
実施場所：戸畑区役所前（競演会会場）

提灯山笠

祝賀式典の様子（12月1日）

■
中
村
太
地

バ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

２
月
２
日
（
木
）
午
後
７
時
開
演
。

北
九
州
芸
術
劇
場
小
劇
場
（
小
倉
北

区
室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州

６
Ｆ
）。平
成
28
年
度
北
九
州
市
民
文

化
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
バ
イ
オ
リ
ン

中
村
太
地
と
ピ
ア
ノ
折
居
吉
如
に
よ

る
リ
サ
イ
タ
ル
。
曲
目
は
ブ
ラ
ー
ム

ス
「
バ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
１
番

ト
長
調『
雨
の
歌
』」、
サ
ン
＝
サ
ー

ン
ス
「
序
奏
と
ロ
ン
ド
・
カ
プ
リ
チ

オ
ー
ソ
」
、
リ
ス
ト
「
ラ
・
カ
ン
パ

ネ
ラ
」
な
ど
。
若
手
実
力
派
に
よ
る

演
奏
を
乞
う
ご
期
待
！
　
全
席
自
由
。

入
場
料
、
一
般
２
５
０
０
円
、
学
生

（
小
学
〜
高
校
生
）
１
５
０
０
円
。

当
日
各
５
０
０
円
増
。
未
就
学
児
入

場
不
可
。

か
ま
ち
ゃ
ん
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
蒲
ヶ
原
）

０
９
０
（
８
４
０
１
）
０
２
２
０

■
〝
合
唱
の
街
・
北
九
州
〞
平
成
28

年
度
合
唱
組
曲
「
北
九
州
」
演
奏
会

３
月
12
日
（
日
）
午
後
３
時
開
演
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北

区
大
手
町
）
。
郷
土
を
愛
す
る
心
が

人
々
を
つ
な
ぐ
合
唱
組
曲
「
北
九
州
」。

指
揮
、
増
井
信
貴
。
管
弦
楽
、
九
州

交
響
楽
団
。
合
唱
、
北
九
州
を
う
た

う
会
・
市
内
中
学
高
校
の
合
唱
部
・

市
内
児
童
合
唱
団
。
祇
園
太
鼓
演
奏
、

小
倉
祇
園
太
鼓
保
存
振
興
会
。
第
１

部
は
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
ス
ラ
ヴ
舞
曲

集
よ
り
第
１
番
ハ
長
調
」
ほ
か
。
第

２
部
は
「
合
唱
組
曲
『
北
九
州
』
」
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
２
０
０

０
円
、Ｕ-

25
１
０
０
０
円
。
当
日
各

５
０
０
円
増
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

『中村太地バイオリン・リサイタル』チラシ

『平成28年度合唱組曲
「北九州」演奏会』チラシ

　
「
学
ぶ
」
の
語
源
は
、
「
ま
ね
ぶ

（
真
似
る
）
」
だ
そ
う
で
す
。
赤
ん

坊
は
両
親
の
真
似
を
し
て
お
し
ゃ
べ

り
を
始
め
、
歩
き
、
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
芸
術
だ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ

て
同
じ
で
す
ね
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ

ー
ク
ス
の
工
藤
監
督
は
幼
少
の
こ
ろ
、

江
夏
投
手
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム

の
コ
マ
送
り
写
真
を
裏
向
き
に
窓
に

貼
り
、
（
江
夏
は
右
投
げ
、
工
藤
は

左
投
げ
）
日
々
そ
の
真
似
を
し
て
い

た
と
読
ん
だ
気
が
し
ま
す
。
立
派
な

お
手
本
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
真
似
て

学
ぶ
。
断
然
、
や
る
気
も
実
力
も
増

し
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
か
ら
次
々
と
素
晴
ら
し
い

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
輩
出
さ
れ
る
の
は
、

「
先
生
が
素
晴
ら
し
い
演
奏
家
だ
か

ら
」
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
レ
ッ
ス
ン

で
は
と
に
か
く
弾
い
て
見
せ
て
、

「
こ
う
だ
！
」
と
基
本
を
身
に
付
け

て
い
き
ま
す
。
最
近
、
韓
国
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
台
頭
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
き
っ
と
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
。
30
年
く
ら
い
前

か
ら
海
外
留
学
し
て
学
ん
だ
若
手
演

奏
家
が
母
国
へ
帰
り
、
子
ど
も
た
ち

に
そ
の
エ
ス
プ
リ
を
全
て
伝
授
し
て

い
こ
う
と
努
力
し
た
結
果
が
、
今
、

実
を
結
び
始
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
人
生
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
間
に
自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
は

全
て
伝
え
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
思

い
は
永
遠
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
の

で
す
。
い
つ
の
日
か
後
世
に
名
を
残

す
よ
う
な
名
演
奏
家
が
日
本
か
ら
育

っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
一
心
で
日
々
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

学
ぶ
は
ま
ね
ぶ
（
真
似
る
）

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
　ね

よ
し
ゆ
き

祝
・
戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

ほ
こ

ひ
き
や
ま

の
ぼ
り

ち
ょ
う
ち
ん
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2017年
2月号表紙

「静かな向こう側。」

※1月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります障

月

オクサーナ・ステパニュック

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール駅、レインボープラザ、北九州芸
術劇場プレイガイド・インフォメーション、響ホールなど

「CulCul・かるかる」をホームページとアプリでチェック！

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

http://www.kitakyushu-culcul.jp
CulCul・かるかる

◆日時：2月25日(土)
　　　　14:00～16:30（開場13:15）
◆会場：井筒屋小倉店
　　　　パステルホール
◆出演：
　藤原歌劇団:五十嵐麻利江
　昭和音楽大学　客員教授:広渡勲
　ソプラノ:オクサーナ・ステパニュック
◆入場料：無料（事前申込必要）
◆申込先：公演事務局
　　　　　（九州音響システム内）
　　　　　TEL 093-871-8088
※先着300名

【主催】北九州市市民文化スポーツ局文化企画課　【協力】株式会社井筒屋

入場料
無料

お問合せ先

チケット取扱

北九州芸術劇場　TEL 093-562-2655

お問合せ先 北九州市市民文化スポーツ局文化企画課　TEL 093-582-2389

北九州芸術劇場　プレイガイド（10:00～19:00）／ オンラインチケット（北九州芸術劇場HP）／ TEL 093-562-8435 （10:00～17:00/土日祝休）
チケットぴあ 0570-02-9999（Pコード: 450-197）／ ローソンチケット 0570-084-008（Lコード: 89938）

五十嵐麻利江 広渡勲
プログラム
第1部　コーラス談義 （出演：五十嵐麻利江＆広渡勲）
第2部　ミラノ・スカラ座日本公演の舞台裏と合唱団 （出演：広渡勲）
第3部　お客様とご一緒に 『ラ・ラ・ラで「椿姫」乾杯の歌』 の歌唱 （出演：五十嵐麻利江）
第4部　オクサーナ・ステパニュック　ミニコンサート

井筒屋小倉店
パステルホール

2月
14：00

25（土）
（16：30終了）（北九州市小倉北区船場町1-1）

トークとコンサートでお届けする『コーラスの愉しさをあなたに』
合唱の街　　北九州

日本を代表するオペラ団体である藤原歌劇団の五十嵐麻利江氏、昭和音楽大学客員教授の広渡勲氏、
ソプラノのオクサーナ・ステパニュック氏をお迎えし、コーラスやオペラをテーマにしたトークや、プロの
指導によるコーラス体験、ソプラノコンサートにより、コーラスの愉しさをお届けします。

山海塾 「降りくるもののなかで̶とばり」

◆会場：北九州芸術劇場・中劇場
◆演出・振付・デザイン：天児牛大
◆音　楽：加古隆、YAS-KAZ、吉川洋一郎
◆舞踏手：天児牛大、蟬丸、竹内晶、市原昭仁
　　　　　長谷川一郎、松岡大、石井則仁、百木俊介
◆料金： 一般　　4,500円
　　　　ユース　2,500円
　　　　高校生〔的〕チケット　1,500円

生命の宇宙への誘い、8年を経て再演。

3月
14：00

19（日）
（13：30開場）

©Sankai Juku

後方からは6,600個の星々の光が降り落ち、床の楕円内では2,200個の儚き
命が発光する幻想的な舞台。世界40カ国以上で活動し、その洗練された肉体
と造形の美しさで観客を魅了し続ける舞踏カンパニー・山海塾がやってきま
す。今年は2008年に北九州で日本初演を迎えた「とばり」を再演。世界各国
で高い評価を受けてきた山海塾による舞踏の世界をお楽しみください。

※全席指定・未就学児入場不可
※天児牛大によるポストパフォーマンストークあり

（高校生・枚数限定・劇場窓口・前売のみ取扱） 

（24歳以下・要身分証提示）
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２
０
１
６
年
11
月
、
本
市
の
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
戸
畑
祇

園
大
山
笠
行
事
」
を
含
む
、
全
国
18

府
県
33
件
の
祭
で
構
成
す
る
「
山
・

鉾
・
屋
台
行
事
」
が
、
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
州
で
は
他
に
「
博
多
祇
園
山
笠

行
事
（
福
岡
市
）
」
「
唐
津
く
ん
ち

の
曳
山
行
事
（
佐
賀
県
唐
津
市
）
」

「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
（
熊
本

県
八
代
市
）
」
「
日
田
祇
園
の
曳
山

行
事
（
大
分
県
日
田
市
）
」
が
同
時

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
は
、
芸

能
、
社
会
的
慣
習
、
祭
礼
行
事
、
伝

統
工
芸
技
術
な
ど
の
保
護
や
重
要
性

に
関
す
る
意
識
の
向
上
等
の
た
め
に

登
録
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
全

国
で
歌
舞
伎
、
雅
楽
、
和
紙
な
ど
22

件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事
は
１
８
０

３
年
に
、
地
域
で
流
行
し
た
疫
病
の

終
息
を
祝
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
２
１
０
年
を
越
え
る

歴
史
を
持
つ
郷
土
を
代
表
す
る
伝
統

文
化
で
す
。
昼
の
幟
山
笠
が
、
夜
に

な
る
と
提
灯
山
笠
に
姿
を
変
え
る
の

が
特
徴
的
で
、
福
岡
県
夏
の
三
大
祭

り
の
一
つ
と
し
て
「
提
灯
山
」
の
愛

称
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
７
月
の
第
４
土
曜
日
を
は
さ
む
前

後
３
日
間
で
開
催
さ
れ
、
中
日
の
夕

方
か
ら
戸
畑
区
役
所
前
で
大
山
笠
競

演
会
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
既
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
「
官
営
八
幡
製
鐵
所
関
連
施

設
」
と
併
せ
て
「
有
形
と
無
形
、
二

つ
の
世
界
的
遺
産
の
あ
る
ま
ち
」
と

し
て
、
本
市
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戸畑祇園大山笠行事
保存団体：戸畑祇園大山笠振興会
実施期間：毎年7月第4土曜日前後3日間
実施場所：戸畑区役所前（競演会会場）

提灯山笠

祝賀式典の様子（12月1日）

■
中
村
太
地

バ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

２
月
２
日
（
木
）
午
後
７
時
開
演
。

北
九
州
芸
術
劇
場
小
劇
場
（
小
倉
北

区
室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州

６
Ｆ
）。平
成
28
年
度
北
九
州
市
民
文

化
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
バ
イ
オ
リ
ン

中
村
太
地
と
ピ
ア
ノ
折
居
吉
如
に
よ

る
リ
サ
イ
タ
ル
。
曲
目
は
ブ
ラ
ー
ム

ス
「
バ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
１
番

ト
長
調『
雨
の
歌
』」、
サ
ン
＝
サ
ー

ン
ス
「
序
奏
と
ロ
ン
ド
・
カ
プ
リ
チ

オ
ー
ソ
」
、
リ
ス
ト
「
ラ
・
カ
ン
パ

ネ
ラ
」
な
ど
。
若
手
実
力
派
に
よ
る

演
奏
を
乞
う
ご
期
待
！
　
全
席
自
由
。

入
場
料
、
一
般
２
５
０
０
円
、
学
生

（
小
学
〜
高
校
生
）
１
５
０
０
円
。

当
日
各
５
０
０
円
増
。
未
就
学
児
入

場
不
可
。

か
ま
ち
ゃ
ん
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
蒲
ヶ
原
）

０
９
０
（
８
４
０
１
）
０
２
２
０

■
〝
合
唱
の
街
・
北
九
州
〞
平
成
28

年
度
合
唱
組
曲
「
北
九
州
」
演
奏
会

３
月
12
日
（
日
）
午
後
３
時
開
演
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北

区
大
手
町
）
。
郷
土
を
愛
す
る
心
が

人
々
を
つ
な
ぐ
合
唱
組
曲
「
北
九
州
」。

指
揮
、
増
井
信
貴
。
管
弦
楽
、
九
州

交
響
楽
団
。
合
唱
、
北
九
州
を
う
た

う
会
・
市
内
中
学
高
校
の
合
唱
部
・

市
内
児
童
合
唱
団
。
祇
園
太
鼓
演
奏
、

小
倉
祇
園
太
鼓
保
存
振
興
会
。
第
１

部
は
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
ス
ラ
ヴ
舞
曲

集
よ
り
第
１
番
ハ
長
調
」
ほ
か
。
第

２
部
は
「
合
唱
組
曲
『
北
九
州
』
」
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
２
０
０

０
円
、Ｕ-

25
１
０
０
０
円
。
当
日
各

５
０
０
円
増
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

『中村太地バイオリン・リサイタル』チラシ

『平成28年度合唱組曲
「北九州」演奏会』チラシ

　
「
学
ぶ
」
の
語
源
は
、
「
ま
ね
ぶ

（
真
似
る
）
」
だ
そ
う
で
す
。
赤
ん

坊
は
両
親
の
真
似
を
し
て
お
し
ゃ
べ

り
を
始
め
、
歩
き
、
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
芸
術
だ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ

て
同
じ
で
す
ね
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ

ー
ク
ス
の
工
藤
監
督
は
幼
少
の
こ
ろ
、

江
夏
投
手
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム

の
コ
マ
送
り
写
真
を
裏
向
き
に
窓
に

貼
り
、
（
江
夏
は
右
投
げ
、
工
藤
は

左
投
げ
）
日
々
そ
の
真
似
を
し
て
い

た
と
読
ん
だ
気
が
し
ま
す
。
立
派
な

お
手
本
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
真
似
て

学
ぶ
。
断
然
、
や
る
気
も
実
力
も
増

し
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
か
ら
次
々
と
素
晴
ら
し
い

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
輩
出
さ
れ
る
の
は
、

「
先
生
が
素
晴
ら
し
い
演
奏
家
だ
か

ら
」
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
レ
ッ
ス
ン

で
は
と
に
か
く
弾
い
て
見
せ
て
、

「
こ
う
だ
！
」
と
基
本
を
身
に
付
け

て
い
き
ま
す
。
最
近
、
韓
国
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
台
頭
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
き
っ
と
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
。
30
年
く
ら
い
前

か
ら
海
外
留
学
し
て
学
ん
だ
若
手
演

奏
家
が
母
国
へ
帰
り
、
子
ど
も
た
ち

に
そ
の
エ
ス
プ
リ
を
全
て
伝
授
し
て

い
こ
う
と
努
力
し
た
結
果
が
、
今
、

実
を
結
び
始
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
人
生
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
間
に
自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
は

全
て
伝
え
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
思

い
は
永
遠
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
の

で
す
。
い
つ
の
日
か
後
世
に
名
を
残

す
よ
う
な
名
演
奏
家
が
日
本
か
ら
育

っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
一
心
で
日
々
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

学
ぶ
は
ま
ね
ぶ
（
真
似
る
）

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
　ね

よ
し
ゆ
き

祝
・
戸
畑
祇
園
大
山
笠
行
事

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

ほ
こ

ひ
き
や
ま

の
ぼ
り

ち
ょ
う
ち
ん
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

資
料
の
収
集
・
保
存
や
、
展
示
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
本
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
マ
ン
ガ
家
の
皆
さ
ん
の
業

績
に
つ
い
て
、
紹
介
に
努
め
る
べ
く

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
功
成
り
名

を
遂
げ
た
方
々
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

か
ら
伸
び
て
い
く
新
人
マ
ン
ガ
家
に

対
す
る
支
援
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
出
版
社
の
編
集
者
を

招
聘
し
て
、
マ
ン
ガ
家
志
望
者
の
持

ち
込
み
作
品
を
講
評
し
て
も
ら
う

「
出
張
編
集
部
」
の
開
催
な
ど
は
そ

の
一
例
で
す
。

　
毎
年
２
月
に
は
、
５
階
の
企
画
展

示
室
を
市
内
の
専
門
学
校
に
貸
し
出

し
て
、
学
生
作
品
の
展
覧
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
「
麻
生
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校 

北
九
州
校
」

の
「
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー
タ
科
」
（
２

月
４
日
〜
５
日
）
と
「
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ

ー
タ
科
」
（
２
月
10
日
〜
12
日
）
、

そ
し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

北
九
州
校
　
マ
ン
ガ
カ
レ
ッ
ジ
」

（
２
月
24
日
〜
26
日
）
と
、
三
つ
の

「
卒
業
・
進
級
制
作
展
」
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
月
18
日
（
土
）
に
は
、

創
作
同
人
誌
即
売
会
「
九
州
コ
ミ
テ

ィ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
同
人

誌
」
と
は
、
元
々
は
文
学
の
用
語
で
、

志
を
同
じ
く
す
る
作
家
や
作
家
志
望

者
が
サ
ー
ク
ル
（
＝
同
人
）
を
作
っ

て
、
お
互
い
の
作
品
を
批
評
し
あ
い

研
鑽
を
深
め
る
目
的
で
、
自
費
出
版

の
作
品
集
（
＝
誌
）
を
制
作
す
る
こ

と
で
す
。
マ
ン
ガ
に
お
い
て
は
、
同

人
た
ち
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
互
い
の

会
誌
を
交
換
し
た
り
頒
布
し
た
り
す

る
「
同
人
誌
即
売
会
」
が
盛
ん
で
、

年
に
２
回
東
京
で
開
催
さ
れ
る
「
コ

ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
コ
ミ
ケ
）
」

に
は
、
３
万
を
超
え
る
サ
ー
ク
ル
が

全
国
か
ら
集
い
、
50
万
人
以
上
の
来

場
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ミ
ケ
で
は
、
マ
ン
ガ
の
熱
心
な

読
者
が
作
品
へ
の
愛
情
を
表
現
し
、

フ
ァ
ン
の
間
で
分
か
ち
合
う
手
段
と

し
て
の
「
二
次
創
作
」
が
大
き
な
ウ

ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
好
き
な

マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
世
界
観

を
借
り
て
、
よ
り
自
分
好
み
の
イ
ラ

ス
ト
や
マ
ン
ガ
や
小
説
を
書
く
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
自
身

の
創
作
し
た
世
界
観
や
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
み
を

集
め
た
の
が
「
コ
ミ
テ
ィ
ア
」
で
、

東
京
で
は
年
４
回
開
催
さ
れ
、
毎
回

３
千
か
ら
５
千
の
サ
ー
ク
ル
が
集
い

ま
す
。
コ
ミ
ケ
が
、
フ
ァ
ン
活
動
と

作
家
活
動
を
兼
ね
合
わ
せ
た
場
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
コ
ミ
テ
ィ
ア
は

作
家
活
動
に
特
化
し
た
場
だ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
東
京
以
外
に
も
、
北
海
道
・
東

北
・
新
潟
・
名
古
屋
・
大
阪
で
、
や

や
小
規
模
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
コ
ミ
テ

ィ
ア
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
九
州
で
も
開
催
し
よ
う
と
い
う

有
志
が
集
ま
り
、
「
九
州
コ
ミ
テ
ィ

ア
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
団
体

が
昨
秋
、
発
足
し
ま
し
た
。
「
コ
ミ

テ
ィ
ア
」
の
名
を
冠
し
て
は
い
て
も
、

東
京
以
外
の
各
地
域
の
コ
ミ
テ
ィ
ア

は
全
て
別
団
体
で
、
独
立
採
算
で
即

売
会
を
運
営
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
２
月
18
日
は
本
格
開
催

に
向
け
て
の
「
プ
レ
開
催
」
の
位
置

付
け
で
、
１
０
０
前
後
の
サ
ー
ク
ル

が
出
展
す
る
予
定
で
す
。

　
マ
ン
ガ
は
、
作
者
が
描
き
た
い
も

の
を
た
だ
描
く
だ
け
で
は
だ
め
で
、

読
者
に
理
解
さ
れ
、
気
持
ち
が
通
じ

合
わ
な
く
て
は
完
成
し
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
作
品
を
人
に
見
せ
る
経
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要

で
す
。
「
九
州
コ
ミ
テ
ィ
ア
」
が
成

功
し
、
根
付
い
て
い
け
ば
、
新
た
な

才
能
が
さ
ら
に
芽
吹
き
、
育
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
館
と
し
て
も
、

大
い
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東京ビッグサイトでの「コミティア」開催風景
写真提供：コミティア実行委員会

「九州コミティア」プレ開催告知チラシ
主催：九州コミティア・ミーティング

「コミティア」で頒布されるさまざまな同人誌

「
九
州
コ
ミ
テ
ィ
ア
」
誕
生
！

　

  

新
人
マ
ン
ガ
家
の
研
鑽
の
場
と
し
て

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

Information

【会場】
北九州市漫画ミュージアム 企画展示室（あるあるCity5F）

【開催日時】
2月18日（土）正午～午後4時

【入場料】
無料

【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093(512)5077

創作同人誌即売会「九州コミティア」プレ開催

け
ん
さ
ん

し
ょ
う
へい

※

　出
展
サ
ー
ク
ル
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す

7 CulCul  2017. February

　
北
九
州
芸
術
劇
場
で
は
２
０
０
８

年
か
ら
、
演
劇
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
旬
な
演
出
家
が
北
九
州
に
滞
在

し
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た

地
元
の
役
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
〜

こ
の
ま
ち
の
物
語
を
立
ち
上
げ
る
〜

オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
品
の

上
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
８
作
品
を
創
作
上
演
。
時
代
と
共

に
変
わ
り
ゆ
く
ま
ち
や
人
々
の
多
様

な
姿
を
描
い
た
作
品
を
東
京
で
も
上

演
す
る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
の
街

・
北
九
州
の
名
を
演
劇
の
分
野
か
ら

も
全
国
へ
と
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
作
・
演
出
に
迎
え
る
の

は
、
劇
団
「
は
え
ぎ
わ
」
主
宰
の
ノ

ゾ
エ
征
爾
。
幼
少
期
を
ア
メ
リ
カ
で

過
ご
し
、
日
米
の
学
校
を
転
々
と
し

た
経
験
を
持
つ
ノ
ゾ
エ
が
演
劇
と
出

合
っ
た
の
は
、
青
山
学
院
大
学
在
学

中
の
１
９
９
５
年
。
そ
の
後
、
北
九

州
出
身
で
も
知
ら
れ
る
松
尾
ス
ズ
キ

に
師
事
し
、
99
年
に
は
え
ぎ
わ
を
始

動
。
以
降
全
作
品
の
作
・
演
出
を
手

掛
け
る
ほ
か
、
自
身
も
俳
優
と
し
て

数
々
の
作
品
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

ま
た
２
０
１
２
年
に
は
演
劇
界
の
芥

川
賞
と
も
い
わ
れ
る
第
56
回
岸
田
國

士
戯
曲
賞
を
受
賞
。
地
方
で
の
滞
在

創
作
、
高
齢
者
施
設
で
の
巡
回
公
演

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
、

昨
年
は
故
蜷
川
幸
雄
に
託
さ
れ
た
舞

台
『
１
万
人
の
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ

ー
２
０
１
６
』
の
脚
本
・
演
出
も
手

掛
け
る
な
ど
、
い
ま
最
も
注
目
さ
れ

る
演
出
家
の
一
人
で
す
。

愛
の
雨
降
る
北
九
州

　
社
会
の
片
隅
で
、
も
が
き
な
が
ら

も
懸
命
に
生
き
る
人
間
た
ち
に
焦
点

を
当
て
〝
嘆
き
の
喜
劇
〞
と
も
い
わ

れ
る
世
界
を
構
築
す
る
ノ
ゾ
エ
。
卓

越
し
た
ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
と
奇
知
に

富
ん
だ
演
出
。
決
し
て
器
用
で
は
な

い
人
物
た
ち
を
可
笑
し
み
と
皮
肉
、

そ
し
て
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
描
く
こ
と

で
、
彼
ら
は
舞
台
の
上
で
鮮
や
か
な

輪
郭
を
放
ち
、
観
客
の
心
を
捉
え
ま

す
。
今
作
で
ノ
ゾ
エ
が
選
ん
だ
テ
ー

マ
は
〝
ラ
ブ
＝
愛
〞
。
口
に
す
る
と

や
や
面
は
ゆ
さ
も
感
じ
る
こ
の
テ
ー

マ
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
向
き
合
い
、
そ

の
本
質
を
見
つ
め
ま
す
。
幸
福
に
満

ち
溢
れ
た
愛
ば
か
り
で
は
な
く
、
歪

み
、
妬
み
、
悪
意―

さ
ま
ざ
ま
な
彩

り
を
持
つ
愛
。
果
た
し
て
こ
の
北
九

州
と
い
う
街
は
ど
ん
な
愛
に
満
ち
て

い
る
の
か
。
演
劇
と
い
う
表
現
を
愛

し
「
今
こ
そ
〝
愛
〞
と
い
う
テ
ー
マ

に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
た
い
」
と

語
る
ノ
ゾ
エ
が
、
舞
台
上
に
ど
の
よ

う
な
景
色
を
描
き
出
す
の
か
。
ど
う

ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

撮影：重松美佐

2012年2月上演『テトラポット』 
作・演出：柴幸男（ままごと）
撮影：梅本昌裕

2012年11月上演『ＬＡＮＤ→ＳＣＡＰＥ／海を眺望→街
を展望』 作・演出：藤田貴大（マームとジプシー）　
撮影：木寺一路

2016年2月上演『彼の地』 作・演出：桑原裕子（KAKUTA）
撮影：木寺一路

一　田　真　澄 Masumi Ichita

北九州芸術劇場　宣伝営業課　広報係

北九州芸術劇場プロデュース
『しなやか見渡す穴は森は雨』

北九州芸術劇場プロデュース「しなやか見渡す穴は森は雨」Information
【会場】北九州芸術劇場 小劇場　【作・演出】ノゾエ征爾（はえぎわ）
【出演】椎木樹人（万能グローブ ガラパゴスダイナモス）、中薗菜々子、山中志歩、片渕高史（宇都宮企画）、三好美優（劇団ルアーノデルモーズ）
脇内圭介（飛ぶ劇場）、高山実花（モンブラン部）、鈴木隆太、青木裕基（飛ぶ劇場）、中前夏来、橋本隆佑（超人気風族）、森川松洋（バカボンド座）
梨瑳子、原岡梨絵子（劇団ショーマンシップ）、荒巻百合、目次立樹（ゴジゲン）

【料金】日時指定・全席自由　一般3000円、学生（小～大学生・要学生証提示）2500円
高校生〔的〕チケット1000円（枚数限定・要学生証提示・劇場窓口前売りのみ）　※当日500円増　※未就学児入場不可

【お問合せ】北九州芸術劇場　093（562）2655

お

　か

16
名
の
俳
優
た
ち
が
織
り
成
す
〝
嘆
き
の
喜
劇
〞

★アフタートークあり　※3月10日（金）～12日（日）東京公演

2月26日（日） 2月27日（月） 2月28日（火）

休演日

3月1日（水） 3月2日（木） 3月3日（金） 3月4日（土） 3月5日（日）
午後1時
午後2時
午後7時
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

資
料
の
収
集
・
保
存
や
、
展
示
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
本
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
マ
ン
ガ
家
の
皆
さ
ん
の
業

績
に
つ
い
て
、
紹
介
に
努
め
る
べ
く

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
功
成
り
名

を
遂
げ
た
方
々
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

か
ら
伸
び
て
い
く
新
人
マ
ン
ガ
家
に

対
す
る
支
援
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
出
版
社
の
編
集
者
を

招
聘
し
て
、
マ
ン
ガ
家
志
望
者
の
持

ち
込
み
作
品
を
講
評
し
て
も
ら
う

「
出
張
編
集
部
」
の
開
催
な
ど
は
そ

の
一
例
で
す
。

　
毎
年
２
月
に
は
、
５
階
の
企
画
展

示
室
を
市
内
の
専
門
学
校
に
貸
し
出

し
て
、
学
生
作
品
の
展
覧
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
「
麻
生
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校 

北
九
州
校
」

の
「
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
ー
タ
科
」
（
２

月
４
日
〜
５
日
）
と
「
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ

ー
タ
科
」
（
２
月
10
日
〜
12
日
）
、

そ
し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

北
九
州
校
　
マ
ン
ガ
カ
レ
ッ
ジ
」

（
２
月
24
日
〜
26
日
）
と
、
三
つ
の

「
卒
業
・
進
級
制
作
展
」
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
月
18
日
（
土
）
に
は
、

創
作
同
人
誌
即
売
会
「
九
州
コ
ミ
テ

ィ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
同
人

誌
」
と
は
、
元
々
は
文
学
の
用
語
で
、

志
を
同
じ
く
す
る
作
家
や
作
家
志
望

者
が
サ
ー
ク
ル
（
＝
同
人
）
を
作
っ

て
、
お
互
い
の
作
品
を
批
評
し
あ
い

研
鑽
を
深
め
る
目
的
で
、
自
費
出
版

の
作
品
集
（
＝
誌
）
を
制
作
す
る
こ

と
で
す
。
マ
ン
ガ
に
お
い
て
は
、
同

人
た
ち
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
互
い
の

会
誌
を
交
換
し
た
り
頒
布
し
た
り
す

る
「
同
人
誌
即
売
会
」
が
盛
ん
で
、

年
に
２
回
東
京
で
開
催
さ
れ
る
「
コ

ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
コ
ミ
ケ
）
」

に
は
、
３
万
を
超
え
る
サ
ー
ク
ル
が

全
国
か
ら
集
い
、
50
万
人
以
上
の
来

場
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ミ
ケ
で
は
、
マ
ン
ガ
の
熱
心
な

読
者
が
作
品
へ
の
愛
情
を
表
現
し
、

フ
ァ
ン
の
間
で
分
か
ち
合
う
手
段
と

し
て
の
「
二
次
創
作
」
が
大
き
な
ウ

ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
好
き
な

マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
世
界
観

を
借
り
て
、
よ
り
自
分
好
み
の
イ
ラ

ス
ト
や
マ
ン
ガ
や
小
説
を
書
く
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
自
身

の
創
作
し
た
世
界
観
や
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
み
を

集
め
た
の
が
「
コ
ミ
テ
ィ
ア
」
で
、

東
京
で
は
年
４
回
開
催
さ
れ
、
毎
回

３
千
か
ら
５
千
の
サ
ー
ク
ル
が
集
い

ま
す
。
コ
ミ
ケ
が
、
フ
ァ
ン
活
動
と

作
家
活
動
を
兼
ね
合
わ
せ
た
場
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
コ
ミ
テ
ィ
ア
は

作
家
活
動
に
特
化
し
た
場
だ
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
東
京
以
外
に
も
、
北
海
道
・
東

北
・
新
潟
・
名
古
屋
・
大
阪
で
、
や

や
小
規
模
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
コ
ミ
テ

ィ
ア
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
九
州
で
も
開
催
し
よ
う
と
い
う

有
志
が
集
ま
り
、
「
九
州
コ
ミ
テ
ィ

ア
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
団
体

が
昨
秋
、
発
足
し
ま
し
た
。
「
コ
ミ

テ
ィ
ア
」
の
名
を
冠
し
て
は
い
て
も
、

東
京
以
外
の
各
地
域
の
コ
ミ
テ
ィ
ア

は
全
て
別
団
体
で
、
独
立
採
算
で
即

売
会
を
運
営
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
２
月
18
日
は
本
格
開
催

に
向
け
て
の
「
プ
レ
開
催
」
の
位
置

付
け
で
、
１
０
０
前
後
の
サ
ー
ク
ル

が
出
展
す
る
予
定
で
す
。

　
マ
ン
ガ
は
、
作
者
が
描
き
た
い
も

の
を
た
だ
描
く
だ
け
で
は
だ
め
で
、

読
者
に
理
解
さ
れ
、
気
持
ち
が
通
じ

合
わ
な
く
て
は
完
成
し
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
作
品
を
人
に
見
せ
る
経
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要

で
す
。
「
九
州
コ
ミ
テ
ィ
ア
」
が
成

功
し
、
根
付
い
て
い
け
ば
、
新
た
な

才
能
が
さ
ら
に
芽
吹
き
、
育
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
館
と
し
て
も
、

大
い
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東京ビッグサイトでの「コミティア」開催風景
写真提供：コミティア実行委員会

「九州コミティア」プレ開催告知チラシ
主催：九州コミティア・ミーティング

「コミティア」で頒布されるさまざまな同人誌

「
九
州
コ
ミ
テ
ィ
ア
」
誕
生
！

　

  

新
人
マ
ン
ガ
家
の
研
鑽
の
場
と
し
て

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

Information

【会場】
北九州市漫画ミュージアム 企画展示室（あるあるCity5F）

【開催日時】
2月18日（土）正午～午後4時

【入場料】
無料

【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093(512)5077

創作同人誌即売会「九州コミティア」プレ開催

け
ん
さ
ん

し
ょ
う
へい

※

　出
展
サ
ー
ク
ル
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す
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前
回
（
２
０
１
６
年
10
月
号
）
、

清
張
の
『
十
万
分
の
一
の
偶
然
』
と

い
う
長
編
小
説
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。
今
回
は
題
名
に
つ
い
て
の
余

談
か
ら―

―

。

　
決
定
的
瞬
間
に
遭
遇
し
た
報
道
カ

メ
ラ
マ
ン
を
、
作
中
で
〈
一
万
に
一

つ
か
、
十
万
に
一
つ
の
偶
然
〉
と
表

現
し
て
、
題
名
を
付
け
ら
れ
た
の
が

『
十
万
分
の
一
の
偶
然
』
と
い
う
作

品
で
す
。
し
か
し
、
清
張
は
自
作
の

解
説
で
〈
イ
ギ
リ
ス
の
推
理
作
家
ロ

イ
・
ヴ
ィ
ガ
ー
ス
の
『
百
万
に
一
つ

の
偶
然
』
を
も
じ
っ
た
〉
と
も
書
い

て
い
ま
す
。
こ
の
２
作
、
題
名
は
よ

く
似
て
い
ま
す
が
、
話
の
内
容
は
全

く
違
い
ま
す
。
で
は
ロ
イ
・
ヴ
ィ
ガ

ー
ス
の
「
百
万
に
一
つ
」
と
は
何
を

指
す
の
か
？
　
こ
の
謎
は
本
作
の
重

要
な
部
分
で
す
の
で
、
こ
こ
で
申
し

上
げ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、

気
に
な
る
方
は
読
ん
で
確
か
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
清
張
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う
に
外

国
作
品
を
も
じ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

『
生
け
る
パ
ス
カ
ル
』
と
い
う
作
品

は
、
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

作
家
で
あ
る
ル
イ
ジ
・
ピ
ラ
ン
デ
ル

ロ
の
『
死
せ
る
パ
ス
カ
ル
』
を
も
じ

っ
た
も
の
で
す
。
も
じ
っ
た
だ
け
で

な
く
、
作
中
全
般
に
作
家
の
評
伝
や

『
死
せ
る
パ
ス
カ
ル
』
を
援
用
し
、

登
場
人
物
と
重
ね
な
が
ら
ス
ト
ー
リ

ー
が
展
開
し
ま
す
。
こ
の
変
わ
っ
た

趣
向
は
、
ピ
ラ
ン
デ
ル
ロ
と
い
う
作

家
を
意
識
し
て
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
作
中
に
も
登
場
す
る
、
ピ
ラ

ン
デ
ル
ロ
の
戯
曲
『
作
者
を
さ
が
す

六
人
の
登
場
人
物
』
は
、
劇
自
体
を

題
材
に
し
た
劇
中
劇
で
、
不
条
理
演

劇
の
先
駆
け
な
の
だ
そ
う
で
す
。
清

張
は
『
生
け
る
パ
ス
カ
ル
』
の
中
で
、

『
作
者
を
さ
が
す
六
人
の
登
場
人
物
』

こ
そ
を
、
ピ
ラ
ン
デ
ル
ロ
の
代
表
作

と
し
て
〈
二
十
世
紀
の
傑
作
〉
〈
最

も
有
名
〉
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ

の
作
品
を
念
頭
に
清
張
は
、実
験
的

な『
生
け
る
パ
ス
カ
ル
』
を
書
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
『
田
舎
医
師
』
と
い
う
作

品
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
の
『
田

舎
医
者
』
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
題

名
も
「
医
師
」
と
「
医
者
」
の
違
い

だ
け
で
す
が
、
僻
地
の
地
域
医
療
を

担
う
医
者
が
、
雪
の
降
る
夜
に
、
馬

で
な
け
れ
ば
行
け
な
い
場
所
に
瀕
死

の
患
者
を
診
察
に
行
く
と
い
う
設
定

が
そ
っ
く
り
で
す
。
清
張
の
『
田
舎

医
師
』
は
、
父
親
の
故
郷
を
訪
ね
る

自
伝
的
小
説
の
系
譜
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
ま
す
が
、
医
師
と
、
そ
こ
で
起

こ
る
事
件
は
、
カ
フ
カ
作
品
を
借
り

た
部
分
で
あ
り
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

カ
フ
カ
が
田
舎
医
者
の
切
迫
し
た
状

況
や
狂
気
を
描
い
た
の
に
対
し
、
清

張
は
貧
者
の
視
点
か
ら
田
舎
医
師
を

見
つ
め
ま
す
。
繁
栄
し
て
い
る
父
の

縁
者
に
対
し
〈
父
の
不
遇
だ
っ
た
境

遇
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
〉
と

記
し
て
い
ま
す
。
カ
フ
カ
の
作
品
に

仮
託
し
た
清
張
の
肉
声
が
聞
こ
え
る

部
分
で
す
。

　
他
に
も
、
皆
さ
ん
が
お
気
付
き
の

作
品
も
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
が
気
付
い
た
も
の
で
今
回
紹

介
し
た
の
は
、
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ

な
い
は
ず
で
す
。
清
張
が
作
品
に
忍

ば
せ
た
先
人
の
テ
キ
ス
ト
に
、
新
た

な
意
味
を
見
出
す
の
も
、
私
た
ち
読

者
の
楽
し
み
の
一
つ
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。

『生けるパスカル』（光文社　1971年）

『田舎医師』（婦人公論　1961年6月号）

文芸
hiroba 柳　原　暁　子　

北九州市立松本清張記念館　学芸員
Akiko Yanagihara

清張アラカルト

外
国
文
学
か
ら
採
ら
れ
た
題
名

平成28年度後期特別企画展　
清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群

【開催期間】1月21日（土）～3月31日（金）
【開館時間】午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【会場】北九州市立松本清張記念館地階企画展示室
【入場料】常設展示観覧料に含む
常設展示観覧料　一般500円　中高生300円　
小学生200円
【お問合せ】北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内２の３　093(582)2761

Information

※

　『松
本
清
張
全
集
』第
43
巻「
月
報
」

ド
ラ
マ

へ
き
ち

5 CulCul  2017. February

　
２
０
１
５
年
９
月
、
大
規
模
修
繕

工
事
の
た
め
、
２
年
間
の
長
期
休
館

に
入
っ
た
北
九
州
市
立
美
術
館
・
本

館
。
休
館
し
て
か
ら
早
く
も
１
年
５

カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
北
九
州
市
立
美
術
館

と
、
同
じ
く
改
修
工
事
の
た
め
に
昨

年
９
月
か
ら
長
期
休
館
に
入
っ
た
福

岡
市
美
術
館
と
の
所
蔵
品
に
よ
る
、

夢
の
コ
ラ
ボ
展
覧
会
が
実
現
し
ま
し

た
。
現
在
、
両
館
の
所
蔵
作
品
か
ら

厳
選
し
た
69
点
を
紹
介
す
る
展
覧
会

が
、
西
日
本
の
６
会
場
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。

○
２
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
１
９
７
４
年
開
館
の
北
九
州
市
立

美
術
館
は
、
戸
畑
区
の
高
見
丘
陵
に

あ
り
、
北
九
州
市
街
と
洞
海
湾
を
一

望
で
き
ま
す
。
設
計
は
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
建
築
の
旗
手
・
磯
崎
新
。
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
国
内
外
の
近
現
代
美
術
を

中
心
に
絵
画
、
彫
刻
、
素
描
、
版
画

な
ど
、
そ
の
対
象
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
ま
た
、
個
展
開
催
に
合
わ
せ

た
作
品
収
集
に
よ
り
、
現
代
作
家
の

代
表
作
や
大
作
を
は
じ
め
と
す
る
約

７
５
０
０
点
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
市
立
美
術
館
開
館
か
ら
５

年
後
、
79
年
開
館
の
福
岡
市
美
術
館

は
、
都
心
部
に
近
接
し
な
が
ら
水
と

緑
に
恵
ま
れ
た
大
濠
公
園
の
中
に
あ

り
ま
す
。
設
計
は
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
建
築
の
代
表
的
建
築
家
・
前
川
國

男
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
幅
広
く
、

旧
福
岡
藩
主
・
黒
田
家
ゆ
か
り
の
美

術
作
品
、
昭
和
の
大
茶
人
・
松
永
安

左
エ
門
の
茶
道
具
、
近
代
以
前
の
ア

ジ
ア
の
陶
磁
器
・
染
織
・
仏
教
美
術

な
ど
の
古
美
術
作
品
か
ら
、
青
木
繁
、

坂
本
繁
二
郎
な
ど
九
州
出
身
の
洋
画

家
。
ミ
ロ
、
ダ
リ
、
ウ
ォ
ー
ホ
ル
を

は
じ
め
と
す
る
20
世
紀
の
重
要
な
国

内
外
の
作
家
の
作
品
、
さ
ら
に
は
21

世
紀
の
美
術
動
向
を
示
す
現
代
美
術

作
品
ま
で
、
世
界
的
な
名
品
を
含
む

約
１
６
０
０
０
点
を
収
蔵
し
て
い
ま

す
。

○
主
な
出
品
作
品

　
北
九
州
市
立
美
術
館
か
ら
は
、
ド

ガ
《
マ
ネ
と
マ
ネ
夫
人
像
》
、
モ
ネ

《
睡
蓮
、
柳
の
反
影
》
、
草
間
彌
生

《
南
瓜
》
、
東
山
魁
夷
《
凍
池
》
な

ど
30
点
を
出
品
。
福
岡
市
美
術
館
か

ら
は
ダ
リ
《
ポ
ル
ト
・
リ
ガ
ト
の
聖

母
》
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
《
空
飛
ぶ
ア
ト

ラ
ー
ジ
ュ
》
、
ウ
ォ
ー
ホ
ル
《
エ
ル

ヴ
ィ
ス
》
、
菊
畑
茂
久
馬
《
ル
ー
レ

ッ
ト
Ｎ
ｏ
．
１
》
な
ど
39
点
を
出
品
、

計
69
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
日
頃
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
術
館
に
展

示
さ
れ
て
い
た
作
品
た
ち
が
、
他
の

美
術
館
で
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
た
な
発
見
や
感
動
と
め
ぐ

り
合
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
２
館
を
代
表
す
る
名
品
が
、
県
外

の
美
術
館
で
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
の

は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
現
在
、
沖

縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に
て
開
催

中
で
、
こ
の
あ
と
長
崎
・
熊
本
・
久

留
米
・
宮
崎
・
島
根
を
巡
回
し
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
印
象
派
か
ら
現
代
美
術
ま

で
、
２
館
の
多
彩
な
作
品
を
ぜ
ひ
各

会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

美術
hiroba 重　松　知　美

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Tomomi Shigematsu

Information
追悼特別展　高倉健
Retrospective KEN TAKAKURA

【会場】北九州市立美術館 分館(リバーウォーク北九州5F)
【会期】1月23日(月)～2月26日(日)　※会期中無休
【開館時間】午前10時～午後6時
(入館は午後5時30分まで)

【観覧料】一般1200円(1000円）
高大生800円(600円）　小中生500円(300円)
※(　)内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は2割減免

【お問合せ】093(562)3215

福岡市美術館　1979年開館　撮影：山﨑信一

三岸好太郎《海と射光》1934年　
福岡市美術館蔵

ピエール=オーギュスト・ルノワール
《麦わら帽子を被った女》1880年　
北九州市立美術館蔵

北九州市立美術館　1974年開館

北
九
州
市
立
美
術
館
の
所
蔵
品
30
点
が
西
日
本
６
会
場
を
巡
回

福
岡
市
美
術
館
・
北
九
州
市
立
美
術
館
名
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
夢
の
美
術
館
〜
め
ぐ
り
あ
う
名
画
た
ち
〜
」
展

◎沖縄県立博物館・美術館
　2016年12月20日（火）～2017年2月5日（日）

◎長崎県美術館
　2017年2月23日（木）～4月2日（日）
　※詳しくは各会場のホームページでご確認ください

Event
〈巡回スケジュール〉

福岡市美術館・北九州市立美術館
名品コレクション

「夢の美術館～めぐりあう名画たち～」展

そ
び
ょ
う
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前
回
（
２
０
１
６
年
10
月
号
）
、

清
張
の
『
十
万
分
の
一
の
偶
然
』
と

い
う
長
編
小
説
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。
今
回
は
題
名
に
つ
い
て
の
余

談
か
ら―

―
。

　
決
定
的
瞬
間
に
遭
遇
し
た
報
道
カ

メ
ラ
マ
ン
を
、
作
中
で
〈
一
万
に
一

つ
か
、
十
万
に
一
つ
の
偶
然
〉
と
表

現
し
て
、
題
名
を
付
け
ら
れ
た
の
が

『
十
万
分
の
一
の
偶
然
』
と
い
う
作

品
で
す
。
し
か
し
、
清
張
は
自
作
の

解
説
で
〈
イ
ギ
リ
ス
の
推
理
作
家
ロ

イ
・
ヴ
ィ
ガ
ー
ス
の
『
百
万
に
一
つ

の
偶
然
』
を
も
じ
っ
た
〉
と
も
書
い

て
い
ま
す
。
こ
の
２
作
、
題
名
は
よ

く
似
て
い
ま
す
が
、
話
の
内
容
は
全

く
違
い
ま
す
。
で
は
ロ
イ
・
ヴ
ィ
ガ

ー
ス
の
「
百
万
に
一
つ
」
と
は
何
を

指
す
の
か
？
　
こ
の
謎
は
本
作
の
重

要
な
部
分
で
す
の
で
、
こ
こ
で
申
し

上
げ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、

気
に
な
る
方
は
読
ん
で
確
か
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
清
張
作
品
に
は
、
こ
の
よ
う
に
外

国
作
品
を
も
じ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

『
生
け
る
パ
ス
カ
ル
』
と
い
う
作
品

は
、
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

作
家
で
あ
る
ル
イ
ジ
・
ピ
ラ
ン
デ
ル

ロ
の
『
死
せ
る
パ
ス
カ
ル
』
を
も
じ

っ
た
も
の
で
す
。
も
じ
っ
た
だ
け
で

な
く
、
作
中
全
般
に
作
家
の
評
伝
や

『
死
せ
る
パ
ス
カ
ル
』
を
援
用
し
、

登
場
人
物
と
重
ね
な
が
ら
ス
ト
ー
リ

ー
が
展
開
し
ま
す
。
こ
の
変
わ
っ
た

趣
向
は
、
ピ
ラ
ン
デ
ル
ロ
と
い
う
作

家
を
意
識
し
て
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
作
中
に
も
登
場
す
る
、
ピ
ラ

ン
デ
ル
ロ
の
戯
曲
『
作
者
を
さ
が
す

六
人
の
登
場
人
物
』
は
、
劇
自
体
を

題
材
に
し
た
劇
中
劇
で
、
不
条
理
演

劇
の
先
駆
け
な
の
だ
そ
う
で
す
。
清

張
は
『
生
け
る
パ
ス
カ
ル
』
の
中
で
、

『
作
者
を
さ
が
す
六
人
の
登
場
人
物
』

こ
そ
を
、
ピ
ラ
ン
デ
ル
ロ
の
代
表
作

と
し
て
〈
二
十
世
紀
の
傑
作
〉
〈
最

も
有
名
〉
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ

の
作
品
を
念
頭
に
清
張
は
、実
験
的

な『
生
け
る
パ
ス
カ
ル
』
を
書
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
『
田
舎
医
師
』
と
い
う
作

品
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
の
『
田

舎
医
者
』
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
題

名
も
「
医
師
」
と
「
医
者
」
の
違
い

だ
け
で
す
が
、
僻
地
の
地
域
医
療
を

担
う
医
者
が
、
雪
の
降
る
夜
に
、
馬

で
な
け
れ
ば
行
け
な
い
場
所
に
瀕
死

の
患
者
を
診
察
に
行
く
と
い
う
設
定

が
そ
っ
く
り
で
す
。
清
張
の
『
田
舎

医
師
』
は
、
父
親
の
故
郷
を
訪
ね
る

自
伝
的
小
説
の
系
譜
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
ま
す
が
、
医
師
と
、
そ
こ
で
起

こ
る
事
件
は
、
カ
フ
カ
作
品
を
借
り

た
部
分
で
あ
り
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

カ
フ
カ
が
田
舎
医
者
の
切
迫
し
た
状

況
や
狂
気
を
描
い
た
の
に
対
し
、
清

張
は
貧
者
の
視
点
か
ら
田
舎
医
師
を

見
つ
め
ま
す
。
繁
栄
し
て
い
る
父
の

縁
者
に
対
し
〈
父
の
不
遇
だ
っ
た
境

遇
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
〉
と

記
し
て
い
ま
す
。
カ
フ
カ
の
作
品
に

仮
託
し
た
清
張
の
肉
声
が
聞
こ
え
る

部
分
で
す
。

　
他
に
も
、
皆
さ
ん
が
お
気
付
き
の

作
品
も
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
が
気
付
い
た
も
の
で
今
回
紹

介
し
た
の
は
、
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ

な
い
は
ず
で
す
。
清
張
が
作
品
に
忍

ば
せ
た
先
人
の
テ
キ
ス
ト
に
、
新
た

な
意
味
を
見
出
す
の
も
、
私
た
ち
読

者
の
楽
し
み
の
一
つ
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。

『生けるパスカル』（光文社　1971年）

『田舎医師』（婦人公論　1961年6月号）

文芸
hiroba 柳　原　暁　子　

北九州市立松本清張記念館　学芸員
Akiko Yanagihara

清張アラカルト

外
国
文
学
か
ら
採
ら
れ
た
題
名

平成28年度後期特別企画展　
清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群

【開催期間】1月21日（土）～3月31日（金）
【開館時間】午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【会場】北九州市立松本清張記念館地階企画展示室
【入場料】常設展示観覧料に含む
常設展示観覧料　一般500円　中高生300円　
小学生200円
【お問合せ】北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内２の３　093(582)2761

Information

※
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
今
年
度
、
「
北
九
州
国
際
漫
画

大
賞
」
と
い
う
４
コ
マ
漫
画
の
コ
ン

テ
ス
ト
を
創
設
し
ま
し
た
。
９
月
５

日
か
ら
11
月
18
日
ま
で
の
約
２
カ
月

間
、
テ
ー
マ
は
自
由
、
応
募
資
格
は

不
問
（
プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
）
と
し
、

４
コ
マ
漫
画
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

募
集
し
ま
し
た
。

　
同
大
賞
の
特
色
の
一
つ
は
、
「
国

際
漫
画
大
賞
」
と
銘
打
ち
、
広
く
海

外
か
ら
も
作
品
を
募
集
す
る
、
コ
ン

テ
ス
ト
に
し
た
こ
と
で
す
。
同
大
賞

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
日
本

語
を
は
じ
め
、
英
・
中
（
簡
体
字
・

繁
体
字
）
・
韓
の
各
国
語
の
応
募
サ

イ
ト
を
設
置
し
、
作
品
に
使
う
言
語

に
も
制
限
を
設
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
４
コ
マ
漫
画
の
コ
ン
テ
ス
ト

に
し
た
の
も
、
比
較
的
、
言
語
や
文

化
の
枠
を
超
え
て
理
解
や
共
感
が
得

ら
れ
や
す
い
と
考
え
た
た
め
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
北
九
州
市

初
の
漫
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
㈱
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｔ
」
の
協
力
を
得
て
、
「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
創
賞
」
を
創
設
し
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
同
社
を
通
じ
て
、

受
賞
者
に
対
す
る
漫
画
家
と
し
て
の

活
動
を
支
援
す
る
メ
ニ
ュ
ー
（
漫
画

制
作
ス
ペ
ー
ス
の
貸
与
、
漫
画
に
関

す
る
仕
事
の
斡
旋
な
ど
）
の
提
供
を

想
定
し
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
な
る
の

か
は
、
受
賞
者
と
同
社
と
の
協
議
に

よ
り
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
漫
画
家
を
目
指
す
方
の
励

み
と
な
る
よ
う
な
成
果
を
残
せ
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
同
大
賞
に
は
、
全
体
で
６

７
０
作
品
、
３
０
０
人
を
超
え
る
皆

さ
ま
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
開
催
で
、
ま
た
事
前
告
知

が
短
期
間
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

予
想
を
超
え
て
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
広
報
に
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
・
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
も
、

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
応
募
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
半

分
は
海
外
か
ら
の
作
品
で
、
国
別
で

は
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
台
湾
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア…

と
実
に
20
カ
国
か
ら
応
募
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
、
ま
さ
に
、
国
境
を

越
え
た
漫
画
文
化
の
広
が
り
を
実
感

し
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
内
容
に
目
を
移
す
と
、

従
来
か
ら
の
典
型
的
な
起
承
転
結
の

４
コ
マ
漫
画
作
品
に
加
え
、
複
数
の

４
コ
マ
漫
画
の
つ
な
が
り
で
ス
ト
ー

リ
ー
を
表
現
す
る
今
風
な
ス
ト
ー
リ

ー
４
コ
マ
漫
画
作
品
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
応
募

作
品
は
、
個
性
的
な
も
の
が
多
く
、

日
本
の
漫
画
文
化
と
の
違
い
や
、
表

現
の
多
様
性
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
大
賞
に
は
、
犬
ミ

サ
イ
ル
さ
ん
の
『
世
界
犬
ミ
サ
イ
ル

４
コ
マ
劇
場
〜
卵
か
け
ご
飯
』
と
い

う
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
現
在
、

漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
お
よ
び
同
大
賞

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
各
賞

の
受
賞
者
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
受
賞
作
品
を
含
む
優
秀
作
品
は
、

市
政
だ
よ
り
や
西
日
本
新
聞
紙
面
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
当
館
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
紹
介
し
て
い
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
春
以
降
に
は
優

秀
作
品
を
集
め
た
作
品
集
も
発
行
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
に
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
機
会

も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
国
際
色
豊
か
な
作
品
の

数
々
を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

今
年
８
月
に
開
館
５
周
年
を
迎
え
ま

す
。
最
近
は
、
海
外
か
ら
の
お
客
さ

ま
も
多
く
な
り
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
体

験
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、

漫
画
の
魅
力
に
触
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
の
漫
画
作
品
を
紹
介
す

る
企
画
展
の
開
催
、
海
外
作
家
を
招

聘
し
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

翻
訳
さ
れ
た
海
外
マ
ン
ガ
を
投
票
す

る
「
ガ
イ
マ
ン
賞
」
へ
の
参
加
協
力

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
漫
画

文
化
に
関
す
る
国
際
交
流
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
「
北
九
州
国
際

漫
画
大
賞
」
の
開
催
が
、
さ
ら
な
る

漫
画
文
化
の
普
及
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

北九州市漫画ミュージアム
46

北九州国際漫画大賞
世界20カ国から力作が結集！

香　田　健　二事務局　主査 Kenji Kouda

『北九州国際漫画大賞』作品募集チラシ

シン・えびすリアリズム～蛭子さんの展覧会～
Information

漫画家・タレントとして活躍している蛭子能収さんの企画展を開催

【会場】北九州市漫画ミュージアム企画展示室（あるあるCity5F）
【開催期間】3月18日（土）～5月21日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日（3月28日・4月4日・5月2日は開館）
【企画展観覧料】一般500円　中高生300円　小学生200円
【常設展とのセット券】一般700円　中高生400円　小学生250円
※小学生未満無料　※詳しくは北九州市漫画ミュージアムのホームページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp/
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077
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演
劇
の
カ
タ
チ
、
ふ
く
ら
む
。

ブルーエゴナク『ふくしゅうげき』イメージ写真

  サヨナランドリー×安田弦矢コラボ企画映画上映会
『歯車の伝言』チラシ

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

　
若
い
劇
団
の
意
欲
的
な
活
動
を
二

つ
ほ
ど
ご
紹
介
し
よ
う
。

　
一
つ
目
は
「
サ
ヨ
ナ
ラ
ン
ド
リ
ー
」

だ
。
２
０
１
３
年
、
北
九
州
市
立
大

学
演
劇
研
究
会
の
有
志
が
立
ち
上
げ

た
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
14
年
に

『
電
球
パ
ピ
ヨ
ン
』
、
15
年
に
『
ビ

ッ
チ
の
承
認
』
と
、
１
年
に
１
回
ず

つ
丁
寧
に
作
品
を
創
っ
て
き
た
彼
ら

が
16
年
に
挑
戦
し
た
の
は
〝
映
画
〞

だ
。
そ
の
上
演
会
が
、
16
年
12
月
に

行
わ
れ
た
「
サ
ヨ
ナ
ラ
ン
ド
リ
ー×

安
田
弦
矢
コ
ラ
ボ
企
画
映
画
上
映
会

『
歯
車
の
伝
言
』
（
監
督
：
安
田
弦

矢
／
脚
本
：
前
田
芽
衣
子
／
12
月
３

日
〜
４
日
／engel-cafe and musik-

）

で
あ
る
。

　
映
像
作
家
の
安
田
弦
矢
を
監
督
に

迎
え
、
キ
ャ
ス
ト
に
「
飛
ぶ
劇
場
」

か
ら
葉
山
太
司
、
太
田
克
宜
、「
バ
カ

ボ
ン
ド
座
」
か
ら
森
川
松
洋
、「
ノ
ハ

ラstudio

」
か
ら
平
井
涼
太
、
そ
の

他
、
九
州
の
劇
団
で
活
躍
し
て
い
る

俳
優
を
多
く
配
す
な
ど
、
布
陣
も
興

味
深
い
。

　
ま
た
、
そ
の
場
に
留
ま
ら
ず
に
消

え
て
い
く
一
期
一
会
的
芸
術
で
あ
る

〝
演
劇
〞
と
、
形
と
し
て
明
確
に
残

り
、
繰
り
返
し
咀
嚼
す
る
こ
と
が
で

き
る
〝
映
画
〞
と
い
う
、
あ
る
意
味

対
極
に
あ
る
〝
表
現
の
カ
タ
チ
〞
を
、

若
さ
が
軽
々
と
超
え
て
い
く
様
が
心

地
よ
く
も
あ
る
。

　
も
う
一
つ
、
北
九
州
の
若
手
劇
団

を
牽
引
す
る
存
在
と
も
言
え
る
「
ブ

ル
ー
エ
ゴ
ナ
ク
」
の
公
演
も
興
味
深

か
っ
た
。
12
年
に
結
成
さ
れ
た
同
劇

団
は
、
北
九
州
の
み
な
ら
ず
、
東
京

や
京
都
な
ど
、
県
外
で
も
意
欲
的
に

公
演
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
多
面
的

に
折
り
た
た
ま
れ
た
物
語
構
成
や
、

歌
や
ラ
ッ
プ
を
織
り
交
ぜ
た
、
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
で
も
あ
り
、
泥
臭
く
も

あ
る
独
自
の
表
現
ス
タ
イ
ル
に
は
フ

ァ
ン
も
多
い
。

　
５
周
年
記
念
の
公
演
『
ふ
く
し
ゅ

う
げ
き
』
（
作
・
演
出
：
穴
迫
信
一

／
１
月
21
日
・
22
日
／
北
九
州
芸
術

劇
場
小
劇
場
）
は
第
10
回
公
演
で
も

あ
っ
た
。
劇
団
と
い
う
枠
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
劇
団
の
役

者
を
巻
き
込
ん
で
作
品
を
創
っ
て
い

く
の
が
「
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ
ク
」
の
も

う
一
つ
の
面
白
さ
だ
と
思
う
。
ま
た

今
回
は
、
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
部
」
「
じ

あ
ま
り
。
」
「
飛
ぶ
劇
場
」
や
長
崎

の
劇
団
「
劇
団
ヒ
ロ
シ
軍
」
か
ら
の

役
者
に
交
じ
っ
て
「
劇
団
Ｃ
４
」
代

表
に
し
て
演
出
家
で
も
あ
り
、
北
九

州
で
30
年
以
上
演
劇
活
動
を
行
っ
て

い
る
大
福
悟
が
出
演
し
て
い
る
の
が

興
味
深
か
っ
た
。

　
そ
し
て
最
終
日
に
は
、
そ
の
大
福

に
加
え
、
泊
篤
志
（
飛
ぶ
劇
場
）
、

守
田
慎
之
介
（
演
劇
関
係
い
す
と
校

舎
）
を
招
き
『
北
九
州
演
劇
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
〜
２
０
１
７
年
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
〜
』
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
た
。
節
目

に
当
た
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
企
画
を

行
う
と
こ
ろ
に
、
「
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ

ク
」
が
こ
れ
か
ら
も
北
九
州
を
大
切

に
し
つ
つ
、
さ
ら
に
外
に
向
か
っ
て

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う

意
志
を
感
じ
た
。

　
さ
て
、
北
九
州
で
は
、
も
う
一
つ

新
し
い
活
動
が
始
ま
る
予
定
だ
。
15

年
に
発
足
し
た
「
日
本
劇
作
家
協
会

九
州
支
部
」
が
『
月
い
ち
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ｉ
ｎ 

北
九
州
』
と
い
う
企
画

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
『
月
い
ち
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
』
と
は
、
公
募
で
選
ば

れ
た
「
作
者
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
た
い
と
考
え
て
い
る
戯
曲
」
を
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
し
、
そ
の
後
、
作
者
や

観
客
、
関
係
者
含
め
て
全
員
で
そ
の

戯
曲
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

現
在
、
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪
な
ど

劇
作
家
協
会
各
支
部
で
展
開
さ
れ
て

い
る
。

　
『
月
い
ち
』
と
い
う
名
前
か
ら
分

か
る
よ
う
に
、
月
に
１
回
、
継
続
的

に
行
う
予
定
だ
と
い
う
。
今
回
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
は
２
月
５
日
、
枝
光
本

町
商
店
街
ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
で
行

わ
れ
る
予
定
だ
（
時
間
な
ど
詳
細
は

https://w
w

w
.facebook.com

/
jpw

a.kyushu/

　
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
）
。
新
し
い
演
劇
の
カ
タ
チ

が
生
ま
れ
る
瞬
間
に
関
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

そ
し
ゃ
く
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
今
年
度
、
「
北
九
州
国
際
漫
画

大
賞
」
と
い
う
４
コ
マ
漫
画
の
コ
ン

テ
ス
ト
を
創
設
し
ま
し
た
。
９
月
５

日
か
ら
11
月
18
日
ま
で
の
約
２
カ
月

間
、
テ
ー
マ
は
自
由
、
応
募
資
格
は

不
問
（
プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
）
と
し
、

４
コ
マ
漫
画
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

募
集
し
ま
し
た
。

　
同
大
賞
の
特
色
の
一
つ
は
、
「
国

際
漫
画
大
賞
」
と
銘
打
ち
、
広
く
海

外
か
ら
も
作
品
を
募
集
す
る
、
コ
ン

テ
ス
ト
に
し
た
こ
と
で
す
。
同
大
賞

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
日
本

語
を
は
じ
め
、
英
・
中
（
簡
体
字
・

繁
体
字
）
・
韓
の
各
国
語
の
応
募
サ

イ
ト
を
設
置
し
、
作
品
に
使
う
言
語

に
も
制
限
を
設
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
４
コ
マ
漫
画
の
コ
ン
テ
ス
ト

に
し
た
の
も
、
比
較
的
、
言
語
や
文

化
の
枠
を
超
え
て
理
解
や
共
感
が
得

ら
れ
や
す
い
と
考
え
た
た
め
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
北
九
州
市

初
の
漫
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
㈱
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｔ
」
の
協
力
を
得
て
、
「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
創
賞
」
を
創
設
し
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
同
社
を
通
じ
て
、

受
賞
者
に
対
す
る
漫
画
家
と
し
て
の

活
動
を
支
援
す
る
メ
ニ
ュ
ー
（
漫
画

制
作
ス
ペ
ー
ス
の
貸
与
、
漫
画
に
関

す
る
仕
事
の
斡
旋
な
ど
）
の
提
供
を

想
定
し
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
な
る
の

か
は
、
受
賞
者
と
同
社
と
の
協
議
に

よ
り
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
漫
画
家
を
目
指
す
方
の
励

み
と
な
る
よ
う
な
成
果
を
残
せ
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
同
大
賞
に
は
、
全
体
で
６

７
０
作
品
、
３
０
０
人
を
超
え
る
皆

さ
ま
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
開
催
で
、
ま
た
事
前
告
知

が
短
期
間
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

予
想
を
超
え
て
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
広
報
に
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
・
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
も
、

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
応
募
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
半

分
は
海
外
か
ら
の
作
品
で
、
国
別
で

は
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
台
湾
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア…

と
実
に
20
カ
国
か
ら
応
募
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
、
ま
さ
に
、
国
境
を

越
え
た
漫
画
文
化
の
広
が
り
を
実
感

し
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
内
容
に
目
を
移
す
と
、

従
来
か
ら
の
典
型
的
な
起
承
転
結
の

４
コ
マ
漫
画
作
品
に
加
え
、
複
数
の

４
コ
マ
漫
画
の
つ
な
が
り
で
ス
ト
ー

リ
ー
を
表
現
す
る
今
風
な
ス
ト
ー
リ

ー
４
コ
マ
漫
画
作
品
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
応
募

作
品
は
、
個
性
的
な
も
の
が
多
く
、

日
本
の
漫
画
文
化
と
の
違
い
や
、
表

現
の
多
様
性
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
大
賞
に
は
、
犬
ミ

サ
イ
ル
さ
ん
の
『
世
界
犬
ミ
サ
イ
ル

４
コ
マ
劇
場
〜
卵
か
け
ご
飯
』
と
い

う
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
現
在
、

漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
お
よ
び
同
大
賞

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
各
賞

の
受
賞
者
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
受
賞
作
品
を
含
む
優
秀
作
品
は
、

市
政
だ
よ
り
や
西
日
本
新
聞
紙
面
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
当
館
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
紹
介
し
て
い
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
春
以
降
に
は
優

秀
作
品
を
集
め
た
作
品
集
も
発
行
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
に
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
機
会

も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
国
際
色
豊
か
な
作
品
の

数
々
を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

今
年
８
月
に
開
館
５
周
年
を
迎
え
ま

す
。
最
近
は
、
海
外
か
ら
の
お
客
さ

ま
も
多
く
な
り
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
体

験
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、

漫
画
の
魅
力
に
触
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
の
漫
画
作
品
を
紹
介
す

る
企
画
展
の
開
催
、
海
外
作
家
を
招

聘
し
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

翻
訳
さ
れ
た
海
外
マ
ン
ガ
を
投
票
す

る
「
ガ
イ
マ
ン
賞
」
へ
の
参
加
協
力

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
漫
画

文
化
に
関
す
る
国
際
交
流
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
「
北
九
州
国
際

漫
画
大
賞
」
の
開
催
が
、
さ
ら
な
る

漫
画
文
化
の
普
及
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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北九州国際漫画大賞
世界20カ国から力作が結集！

香　田　健　二事務局　主査 Kenji Kouda

『北九州国際漫画大賞』作品募集チラシ

シン・えびすリアリズム～蛭子さんの展覧会～
Information

漫画家・タレントとして活躍している蛭子能収さんの企画展を開催

【会場】北九州市漫画ミュージアム企画展示室（あるあるCity5F）
【開催期間】3月18日（土）～5月21日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日（3月28日・4月4日・5月2日は開館）
【企画展観覧料】一般500円　中高生300円　小学生200円
【常設展とのセット券】一般700円　中高生400円　小学生250円
※小学生未満無料　※詳しくは北九州市漫画ミュージアムのホームページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp/
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

は
ん

コ

し
ょ
う

へ
い

ル
　ト

と

き
　
　わ

そ
う
し
ょ
う
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